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第九回定期支部総会議案書

☆ 日 時 平成 6年 4月 10日 (日)午前 10時受付開始

☆場 所 水戸市千湊町 1918番地 茨城県総合福祉会館 4階大研修室

☆交 通 旧6号国道手渡窪由県総合椿祉会館前下草 ℡0292-4411133

1,開会のことば/物故者 に対 し黙祷 (10_･30)
2.支部長あいさつ

3,果菜祝辞

4.祝電 .メ ッセージ汝茸

5.議長遠出

6.議事

(1) 平成 5年度活動報告 --一一一一一一一一一一一一-

(2) 平成 5年度収入支出決算報告 -一一一一一一一一一

(31 平成 5年度特別会計報告/会計監査報告 一一

(4) 平成 6年度一般会計予箕 (案こ) --一一--ll

(5) 平成 6年度活動方針 (寡) 一一一- 一一一一一一一

(6)平成 6年度支部役員表出 (寡)

7,新旧役員の紹介とあいさつ

8,議長解任

9,事務局からの連絡事項

10.閉会の ことば (12:00)
休憩 (昼食)

第 2部 (医涙講浪)

★漁師 筑波大学病院神経 内科教授 庄司進一先生

★演題 ｢パーキ ンソン病の脳移権手術について｣ (13:00-14:50)

一･



-.I_一報 洗惑焦度盛敷津監 Y.-

は じめに

55年体制 といわれる自民党の一党支配が終止を し､連立与党の細川内閣のも

とで､政治改革や混制綬和などうちだされ､今までと違 う何かが期待する国会情

勢である｡茨城県の知事がゼネコン汚職で逮捕されるという事件ありましたLo不
況が長期化のなか､ ｢全国バ-キンソン済友の会茨城県支部｣は､今年度の活動

方針により､次のような活動を行 ってまいりました｡

L 第 8回定期号部栓会

平成 5年 4月11日茨城県庵合福祉会館 4階大研修室に､国立水戸病院神経内
科医長 ･吉沢和朗先生 と北海道支部の山本富子様をお迎え して行 いま した｡

出席者数は次の通 りです｡会員 34名 ･家族 19名 ･委任状 52名で提案の議

案書は承認されました｡

午摸か らの記念講演には､マスコ ミの報道により､15名の一般聴講者 (10
人が入会) も加え られ大盛況で した｡

之 第 11匝I県兼遵楚会

平成 5年 4月25El茨城県総合福祉会棺に於いて行われた｡

a第 17回全国大会が宇都宮で開催

平成 5年 5月4日-5日上記に於いて開催され､清水夫妻 ･大森夫妻 ･種本､

久保薗 の各氏が出席 しました｡

▲ 北海道発病遵結成 20周年 ･発病センター開設 10周年記念祝賀会

平成 5年 7月30El～8月2日に北海道札幌市で開催された祝賀会 に清水夫妻

が疾病代表で招待された｡

瓦 地区別交涼会

平成 5年 8月22日馴柴公民館で県南地区の皆さんが交流会を行 った｡

& JPC幹事会 ･国会諸康

成 5年 9月18日～19日国会請願行動に参加 した｡

T_ 幸8回患者 ･家族交戎会

平成 5年 10月2日-3日大宮保健所の斉藤照子先生をお迎え して､44名の

参加で大子町 ･橿寿荘で行 う｡

& 医療 ･福祉相談会

平成 5年 10月31日県総合福祉会館に於いて､筑波大学病院神経内科教授庄

司進一先生 と国立水戸病院ソーシャルワーカー長竹敦夫先生を迎えて行 う｡

I. a 平成 5年 11月15日JPC健保改悪反対大集会&厚生省交渉に参加 した｡

10,歳兼助 け合 い愛の募金筋呈される

平成 5年 12月24日茨城新聞文化福祉事業B]より20万円贈呈 される｡
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平戒5年度活動日誌

〔支部役員会〕

5. 5,16;(日)

5, 7,16(日)

5, 9,12(日)

5,10,31(日)

6,2.5(i)-2.6(日)

6, 3,20 (冒)

〔全国電話相談〕

5, 4,12(月)

5.ll.24(水)

〔大会実行委員会〕

5. 4,.10(土)

5, 4,19(月)

5. 5, 2(月)

〔県発達役員会〕

5. 4,･10 (i)

5,. 5,'8(土)

5. 6,13(日)

5, 8.22(日)

5,10,17(日)I

5,12,12(日)

6,1,15(土)-16(8)
6, 2,13(目)

6, 3,27●(日)

国医療研究部会

7. 3 (土)

1, 9 (日)

〔全国福祉部会〕

5,ll,20(土)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

日

火

木

白

日

土

金

土

日

水

水

(

(

(

(

(

(

(

(

(

ー

(

4
6
6

9
8

1
5

0
0

6
3

2

1
3

1
3
3

1
2

4
4
5

5

7
7

0
0

1
2
3

1
1

L
■'

,
'

▼
,

I
I
I

一

一

5

5
5

5
･5
5

5
5
･6
6

6

〔その他の活動〕

〔全国幹事 ･役員会〕 〔樹 齢

5, ･6,

5, 7
5, ら,

5,10,
5∴12.

6, 1,

19(土)

10 (土)

i-8 (i)

16(土)

18(土)

15(土)

6.2,19(土)2,20(日)

6, 3,19(土)

〔全国若年性部会〕

5, 8,17(土)

5., 9,26(日)

5,10.17(冒)

5,12,29.(水)

6, 3,13(a)

6. 3,21(祭)

心臓病総会手伝い (水戸市)

全国大会会場下見 (栃太県宇部富市)I

薙病相談会の先生依頼 (筑波大学病院)

電話相談員研修会 (水戸市)

次期全国大会 (茨城大会).会場予定現地下見

電話相談員研修会 (水戸市)

難病相談会案内の報道依頼 (水戸市)

艶病相談会茶内を茨城放送で生放送する｡

電革相談員研修会 (水戸市)

県主催発病相談会応援 (石岡嘩健所)

第9回支部定期総会の報道依頼 (水戸市)

〔全国他支部-祝電打電〕

北海道支部 神奈川支部

岡山県支部 大阪府支部

京都府支部 長野県真部

〔各痩会報発送〕

5,4,11文事鵠28号 5,7,22全酸削8号

5 4.,20萄絹27号 5,8,26支胎齢0号
5,4.27頒鵠47号 5,.10,23淵 49号
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5,4,1
5,4,15

5,4.22
5,5,ll
5,5,13
5,5,18
5,5,24

5,6,1
5,6,10
5,6,17

5.6,24
5,7,8
5,7,15

5,7,22
5,8,5
5,8.12

5,9,2
5,9,9･

5.9.30

5,10,7
5,10,14

5,ll,4
5.ll,ll

5,ll,18

5,ll,25

5,12,2

5,12こ16

･6.3,3
.6.3,9

6,3,17
6,3,30



平成6年度活動方針 (案)

1,来年の全国大会の成功のため､実行委員会を設け諸行動に当たる｡

2,マスコミ､県や市町村の広報､病院､各保健所を通じて未加入潜在患者の発掘に努

め､一般社会にパーキンソン病の啓蒙宣伝を行います｡

3.地区別 (ブロック)活動の推進をはかります｡

4,患者 .家族交流会 (一泊旅行)を行います｡必要に応じ患者宅を訪問致 します｡

5.県難連､他難病団体､パーキンソン窮地支部との連帯を深めていきます｡

6,支部会報 (支部だより)を発行します｡

平成5年度役員名簿 平成6年度役員遠出 (秦)

一支部長 ◆※清 水 昇 勝 支部長 ◆※清 水 昇 勝

副支部長 ◆種 本 泰 久 副支部長 ◆種 本 泰 久

事務局長 ◎中 村 幸四郎 事務局長 ◎清 水 晴 美

事務局員 ◎池 田 俊 雄 革帯局員 ◎中 村 幸四郎

" 発◎大 森 誠 〝 ◎池 田 俊 雄

〝 西 野 源四部 〝 ※◎大 森 誠

〝 ◎清 水 噂 美 〝 西 野 源四郎

N ◎小佐畑 弘 〝 ◎′ト佐畑 弘

会 計 佃 国 夫 〝 ◎桜 井 信 一

監 事 ◇久保薗 努 会 計 佃 国

〝 ◇照 沼 和 子 監 事 久保薗

照 沼 和

夫

努

子

凡例 ◆本部役員 ※県難連役貞

j%

◎健常者
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◇事務局員兼務



事務局だより 全国パーキンソン病友の会茨城県支$ 19,.,4,10

喜 寿 1 8耳 全 署 や 会 ･大 会 :責苦大会1

期日は冶会 1994年5月28Ej(土)､大会1994年5月29日 (日)長野

県開催されます｡

@ 某 †9啓 全 直 轄 会 ･大 会 /t茨 頚 大 全 :

平成7年 (1995年)5月20日 (土)全国冶会は大洗町 ｢ホテルかもめ荘｣
5月21日 (El)茨城大会は水戸市干汝町の臭鍵合福祉会虎を予定 しております｡
実施のため諸準備に入 りました｡会員の皆様方におかれましても､成功させるため

に､尚一層の.=協力をお願い申し上げます｡

今年も ｢総合的難病対策の早期確立を要望 し｣豊かな医療と福祉の実現をめざし

て只今取租中です｡この趣旨をご理解下さいまして､ご協力をお願い致 します｡

⑥ 茨 城 巣 薄 清 出 体 宙 妻 会 第 19旦 キ

' 平成6年 (1994年)4月24日水戸市干波町の県総合福祉会館で開催されま

す｡

言 寄 虐 云 昏 書 号 か 交 わ り 喜 す

5月6E]より､郵便振替口座番号 ･00300-4-48042/加入書名 ･全

国パーキンソン病友の会茨城阜支部と変わります｡尚､今までの様式の用託で郵便

振替口座番号 ･宇都宮0-39042も今後1年間は使用出来ますのでご案内致 し
ます｡

言 会 卓 壇 上 け の 号 討

支帯発足以来会費の賃上げはせずにきましたが諸物価の卓上げ._また本部分担金

の7ップ (平成5年度から1人当たtJ年間¥1.200から札 500に)さらに本年 2月か

･らの郵便料金の卓上げが重なLJ非常に戚い ､状態になっています｡本年度は今まで

同様に健全財政に努力し卓上げはしませんが､今後の検計をしていきます｡

回
茨城町 ･故田山 富掛 ま平成5年7月18Bと､日立市 ･故吉成静枝横は平

成5年 12月26日に死去致 しました｡ここにご両人のご逝去悼み､謹んで
哀悼の意を毒 します｡
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新
支
部
誕
生
〝
‥

◎
茨
城
県茨

奴
県
支
部
長

清
水

昇
勝

私
は
溝
四
十
七
歳
で
'
発
病
は
十
三
年
前
の
三
十

g
]故
の
頃
で
す
｡
五
年
前
本
部
の
西
島
様
に
中
天
重

の
脳
神
経
内
科
の
植
林
養
技
を
沼
介
さ
れ
'
そ
れ
か

ら

]
年
後
'
東
京
中
目
黒
の
冶
拝
教
授
の
神
足
ク
リ

･L
ブ
タ
で
脳
定
位
手
術
を
し
ま
し
た
｡
現
在
は
東
京

苫
飾
の
日
本
郵
匪
逓
送
葛
飾
嘗
革
新
に
勤
務
L
t
四

週
間
に

l
種
'
頂
天
皇
医
屍
に
通
院
中
で
す
｡
昨
年

の
十

一
月
初
め
読
死
所
鵬
の
地
方
版
の

.
茨
城
の
お

医
者
さ
ん
.
の
連
載
制
に
茨
城
県
繋
病
団
体
連
絡
協

議
会
々
長
簾

田
様
と
t
話
番
号
が
出
さ
れ
て
い
た
｡

そ
れ
を
見
て
'
私
も
建
病
患
者
な
の
だ
と
思
い
'
早

速
電
話
し
た
｡
簾
田
会
長
の
お
話
し
で
は
昨
年
の
九

月
二
十
九
日
､
県
ノ
デ
カ
ル
セ
ソ
ダ
ー
に
於
て
､
県

難
題
主
催
に
よ
る
医
簾
相
談
会
が
開
催
さ
れ
色
々
の

患
者
八
十
六
名
中
バ
ー
キ
ソ
ソ
/
病
の
人
が
な
ん
と

十
七
名
も
い
ま
L
LJ上
と
､
逢
っ
た
事
の
無
い
人
な

の
に
と
て
も
ま
切
に
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
O

十

一
月
十
日
水
戸
の
福
祉
七
ソ
グ
ー
に
於
て
定
例

の
魚
津
垂
の
役
員
会
講
が
あ
る
か
ら
是
非
出
席
し
た

ら
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
｡
当
日
妻
と

一
渚
に
.ハ
ー

キ
ン
ソ
ソ
病
の
代
表
み
た
い
の
扉
を
し
て
出
席
し
た
｡

各
皇

帝
の
役
員
の
万
々
は
私
達
夫
婦
を
蜜
く
迎
え
て

下
さ
れ
'
そ
の
席
上
で
き
EE
会
長
を
始
や
丁
ペ
て
の

役
員
さ
ん
遠
も
支
部
結
成
に
賂
力
し
ま
す
と
い
っ
て

く
れ
ま
し
た
｡
こ
れ
よ
り
先
に
春
田
全
長
は
医
療
相

談
会
に
見
え
た
十
七
名
の
.ハ
ー
キ
ソ
ソ
ソ
病
患
者
に

支
部
結
成
の
呼
び
掛
け
を
し
て
下
さ

っ
て
い
た
事
を

知
り
ま
し
た
｡
一
月
一
)十
g
l日
全
国
バ
ー
キ
ン
ソ
ソ
病

友
の
会
本
部
の
河
野
様
と
西
島
様
ご
両
人
と
会
社
の

撮
り
路
で
あ
る
葛
飾
区
立
石
駅
近
く
の
コ
ー
iI-
店

で
打
合
せ
'
二
月
に
入
っ
て
か
ら
電
話
で
患
者

へ
呼

び
掛
け
の
た
め
自
家
用
牢
で
患
者
宅
訪
問
と
県
内
六

首
四
十
a
走
行
し
'
又
二
月
十
五
日
に
は
本
部
の

河
野
積
と
同
じ
場
所
に
て
第
二
回
目
の
具
体
的
内
容

の
打
合
せ
を
し
た
｡
三
月

一
日
出
に
は
蕃
部
の
河
野

夫
妻
'
西
島
様
と
私
達
夫
嫁
五
人
で
茨
城
県
庁
衛
生

部
に
根
本
的
治
餅
法
の
早
朋
開
発
と
現
患
者
の
庶
発

生
宿
持
寄
な
ど
八
項
nzlの
妻
星
亨
を
畏
出
し
'
庁
内

記
者
ク
ラ
ブ
に
は
題
意
香
を
も

ぅ
て
報
道
を
依
軒
'

又
筑
波
大
学
病
院
の
金
沢
先
生
に
講
演
お
顔

い
と
走

り
廻
り
ま
し
た
｡
早
速
そ
の
日
の
午
後
四
時
三
十
分

茨
城
放
送
の
定
時

ニ
ュ
ー
ス
に
早
く
も
放
送
さ
れ
'

五
分
後

一
番
目
の
申
込
の
電
話
が
あ
り
'
三
月
二
日

に
は
読
売
､
朝
日
'
い
ば
ら
き
'
新
い
ば
ら
き
､
常

陸
各
新
聞
の
朝
刊
に
報
道
さ
れ
'-去
月
外
泊
は
東
京

新
開
'
三
月
十
tzz地
方
耗
常
軌
新

開

の
朋
に
写
井
入
り
記
事
'
三
月
十

l
轟

E
iT;
:
:
.
..
.

三
月
十
二
日
に
は
茨
城
放
送
が
電
話
イ
ソ
タ
.ヒ
ュ
ー

形
式
の
方
法
で
放
送
'
三
月
二
十
日
に
N
H
K
チ
レ

ビ
放
映
､
又
県
蘇
生
器
は
県
で
革
捜
し
て
い
る
患
者

に
案
内
状
を
発
送
し
て
下
さ
る
な
ど
各
界
の
協
力
が

あ
り
ま
し
た
｡
革
倖
結
成
大
会
当
日

(
二
十
三
日
)

生
漕
先
達
し
た
低
気
圧
の
影
革
で
春
の
雪
嵐
の
中
､

患
者
家
族
あ
わ
せ
て
Lu
J
r十
名
の
人
達
が
集
ま
り
'

本
部
か
ら
rE:野
様
'
西
島
夫
葦
'
県
新
生
部
課
長
浦

佐
'
県
軽
葦
現
会
長
'
次
期
会
長
の
果
実
の
ご
伍
帝

を
い
た
だ
き
'
準
備
会
を
開
催
し
た
o
司
会
の
河
野

様
に
発
起
人
代
表
と
し
て
私
が
姫
介
さ
れ
､
故
力
で

は
あ
り
ま
す
が
､
こ
の
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
努
力

し
て
参
り
ま
す
と
挨
拶
し
た
後
､
厚
生
省
政
務
次
官
'

県
議
会
長
'
県
医
駄
会
長
'
筋
無
力
症
友
の
全
文
全

国
バ
ー
キ
ン
ソ
ソ
病
友
の
会
各
県
支
部
の
祝
電
'
メ

タ
七
I
ジ
が
披
壷
さ
れ
'
援
い
て
金
沢
先
生
の
記
念

兼
併
に
と
進
み
､
途
中
会
場
の
窓
の
外
は
雪
が
降
り

就
き
中
'
患
者
家
族
の
矯
宅
を
患
い
講
演
を
中
断
し

て
も
ら
い
'
急
抱
'
役
員
選
出
と
'
支
恭
規
約
な
ど

溝
専

一
敦
採
択
さ
れ
､
そ
の
後
'
引
涜
き
先
生
の
講

演
と
変
則
で
あ
り
ま
し
た
が
無
事
終
了
し
た
C

◎

千

葉

県

支

部

も

三

月

二

十

九

日

結

成

事
務
局
次
長

藤
井

暫

本
格
的
L･1
本
離
婚
年
型
て
発
足

昨
年
九
月
'
全
軍
の
役
員
会
で
提
案
､
承
乾
さ
れ

て
以
来
'
約
半
年
の
革
備
期
間
を
要
し
ま
し
た
が
､

六
十
年
在
天
ぎ
り
ぎ
り
の
三
月
二
十
九
日
の
土
縫
目
｡

は
る
か
に
冒
鉄
干
葉
み
な
と
駅
を
望
む
県
立
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
五
階
大
研
尊
重
で
'
全
国
パ
ー
キ
ソ

ソ
ソ
薪
友
の
会
千
隻
県
支
部
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
｡

九
月
末
の
東
京
都
支
部
全
員
名
簿
に
記
畷
さ
れ
て

い
る
会
員
二
十
<
名
に
ま
ず
千
葉
県
支
部
設
立
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
'
そ
の
発
起
人
に
な
っ
て
欲
し

い
旨
の
手
鑑
を
十
月
九
日
に
送
り
､
そ
の
反

Lil
を
持

ち
去
L
i
J｡
約

T
カ
月
後
'
半
数
の
方
か
ら
事
故
や

岩〉



茨
城
県
支
部
か
ら

の
報
告

今
年
よ
の
藷
劫
方
針
の
実
施

茨
城
県
支
部
長

清
水

昇
勝

今
年
度
の
活
動
方
針
に
決
ま
っ
た
痩
た
き
り
患
者

の
家
庭
訪
問
を
'
県
北
と
県
南
に
役
員
が
わ
か
れ
て

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
行
っ
た
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
異

な
っ
た
家
庭
環
境
の
な
か
'
毎
日
の
生
活
に
お
け
る

悩
み
'
苦
し
み
等
'
同
病
の
気
や
す
さ
か
ら
心
を
開

い
て
話
し
合
い
が
出
来
'
多
く
の
人
が
大
変
な
間
男

を
か
か
え
て
い
る
の
に
は
､
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
謙

馬
を
残
し
た
が
､
中
に
は
私
共
の
訪
問
を
大
変
事
ん

で
く
れ
て
前
向
き
に
リ
ハ
ビ
-
に
立
ち
上
が

っ
た
人

も
い
た
｡

今
後
も
出
来
る
だ
け
へ
家
庭
訪
問
を
行
い
｢
友
の

会

｣
に
対
す
る
着
生
や
意
見
等
を
聞
い
て
廻
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
.

九
月

1
九
日

･
L
IO
En
に
掛
け
て
栃
木
県
塩
原
温

泉
に
於
い
て
患
者
'

家
族
交
配
会
を
三
四
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
｡
中
に
は
五
年
も
耗
行
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
人
が
家
族
と

一
括
に
参
加
し
て
大
変
事
こ
ぼ

れ
た
､
又
患
者
同
志
お
互
い
に
助
け
合
い
へ
千
年
の

知
己
に
合
っ
た
よ
う
だ
と
､
ア
ン
ケ
ー
ト
に
苦
い
i
)

人
も
い
た
｡

病
院
や
報
の
事
､
自
分
な
り
に
工
夫
努
力
し
て
い

る
事
等
'
有
意
義
な
話
し
合
い
あ
り
､
企
表
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
｡

次

回
は
書
門
の
医
師
も

一
緒
に
参
加
し
て
頂
き
'

ゆ
っ
く
り
医
簾
全
般
に
わ
た
っ
て
相
鼓
出
来
る
と
鞘

一
Q
良
い
交
流
会
に
た
る
と
思
う
｡

無
病
患
者
は
ど
う
し
て
も
悲
観
的
に
な
る
の
で
'

お
互
い
に
助
ま
し
合
い
身
近
な
書
か
ら
間
男
虎
決
に

屯
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
｡

歳
末
助
け
合
い
愛
の
碁
会
柑
毒
さ
れ
rQ

茨
妖
新
聞
文
化
福
祉
事
業
田
は
二
六
EEI.
水
戸
市

千
波
町
の
県
民
福
祉
七
ソ
タ
I
で
'
費
未
助
け
合
い

愛
の
井
金
筋
圭
式
を
行
っ
た
｡
贈
呈
港
額

一
二

宍

万
円
で
'
県
内
の
一
八
福
祉
団
体
'

二
二
福
祉
砧
没

等
に
始
ら
れ
た
U

県
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
愛
.の
募
金
は
社
会
福
祉
の

向
上
'
社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
の
生
活
向

上
を
何
い
､
溢
年
こ
の
時
周
に
l
推
し
て
配
分
さ
れ

て
い
る
｡

津
呈
式
に
は
各
団
体
へ
施
設
の
代
表
者
や
角
田
芳

夫
県
生
活
福
祉
部
長
は
じ
め
､
栗
東
ら
が
出
席
｡
後

藤
空
事
長
が

｢
愛
の
募
金
に
は
小
学
生
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
県
民
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ
た
｡
こ

の
温
か
な
心
を
理
解
し
､
有
意
義
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
】
と
あ
い
さ
つ
.
材
量
を
受
け
た
甜
床
者
を
代

衷
し
て
､
飛
田
筆

二
県
吐
血憂
荘
協
議
会
常
梯
霊

丁が

｢
県
民
の
み
な
さ
ん
の
尊
意
を
支
え
に
､
社
会
福
祉

の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
｣
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
｡全

国
.ハ
ー
キ
ン
ソ
ソ
肩
友
の
会
茨
妓
県
支
部

金
二
〇
万
円

い
ば
ら
き
新
関

昭
和
六
二
年

〓

]月
二
七
日

二
%
記
事
か
ら
転
記

｢朝
日
新
聞
〟奥
に
生
き
る
″

欄
の
反
響
｣

昨
年

一
一
月
六
日
の
弔
日
新
隅
日
確
版
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た

.
共
に
生
き
る
.
を
読
ま
れ
た
患
者

(秤

会
且
)
の
方
々
か
ら
多
数
の
お
手
放
を
頂
き
ま
し
た

が
､
こ
れ
ら
の
内
'
四
名
分
の
往
復
f>
冊
を
取
り
上

げ
空
し
L
P

そ
の
L

和
#
山
爪

G
･
0
襟
よ
り

入
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ

を. つが - キ 昨 珍 三
全 土 全 お-朝 て '今 日 -/年 さ 年 は 前
冒, ろ 別 節 目 お L 少 由 ソ 六 れ 前 じ特

河 ,{ し か い 新 り r L 麦 ソ 月 て に め 御
野 l六 く 会.致 卵 ま (.手 皿 病 '- 少'ま 免

十 二 お 殺 し に す バ 先 月 と 和 年 L L下
･ソ 年 頃 を ま 出 ○の に し診 歌 ぱ 不 て さ

箸 ソ ー _い お_ナ ま 副 不 て 新 山 か 白 'い
-/- 敦 送 ○し 作̀ 白 ､さ st ワ由_六 〇

.種 病 月 し り -た■_ 用 由 現 れ.立 回 を 五
､ 茨 ~ま 下 ■- の を を て 医 り感 鹿

の .す さ 友 件 感 に 以 大 通 じの.
金 一れ の が じ至 未 済.を ､男

ば 会 少 る つ '院 し 珊 蛙
亭 ■ ` し笹 下､.L に ま 兼 で .

草 い に 気 庇 い ドて し 医 す
々 で 参 に で ま L,{て.に ○



悉雪祭 〟 十止

全
国
+i
-
キ
ン
ソ
ン
肩
友
の
会
も
こ
れ
に
加
盟
し
て

い
ま
す
｡
詳
細
は
各
支
缶

(
会
)
長
さ
ん
に
も
た
ず

ね
下
さ
い
｡

l
P
C
に
加
盟
し
て
い
る
県
耗
適
の
あ
る
支
部
の

方
は
県
発
達
で
'
他
の
支
部
の
方
は
全
国
友
の
会
で

署

名
と
募
金
を
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

☆
故

･
椿
忠
堆
先
生
の
著
書

｢神
澄
学
と
と
も
に
あ

ゆ
ん
だ
道
｣
第

1
.
二
､
三
集
が
椿
寿
子
様
よ
り
全

国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
｡

事
務
局
に
保
管
致
し
ま
す
の
で
お
読
み
に
な
り
た
い

方
は
申
し
出
て
下
さ
い
｡

日
本
の
医
療

･
福
祉
と
患
者
運
動
を
考
え
る

全

寓

交

流

集

会

88
に

参

加

し

て

茨
城
県
支
*

清
水

昇
勝

私
た
ち
は
､
時
間
の
転
合
で
開
催
前
日
18
El]に
茨

城
を
立
ち
'
午
後
三
時
頃
開
催
地
の
滋
賀
県
大
津
市

琵
琶
湖
畔
の
『
び
わ
湖
ツ
ー
リ
ス
ト
ホ
テ
ル
Jl
に
到

着
し
ま
し
た
.
夕
食
時
に
本
部
役
鼻
や
遠
方
か
ら
の

参
加
者

Ki名
の
方
々
と
有
責
義
な
交
流
の
鳩
を
持
つ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

第
-
冒

(18
日
/
土
)
午
前

10時
よ
り
会
場
ホ
ー

ル
ロ
ビ
I
に
て
受
付
が
始
ま

りt
CLビ
ー
で
医
漂

関
係
の
v
T
R
上
映
'
開
会
日
時
に
は
会
場

一
杯
の

参
加
者

(訊
名
)
が
集
ま
り
'
全
交
災
の
辻
川
さ
ん

の
司
会
で
開
催
さ
れ
'
滋
賀
県
即
事
､
又
､
県
衛
生

部
予
防
課
長
の
来
賓
挨
拶
'
続
い
て
､
祝
電

･
メ
ッ

セ
ー
ジ
紹
介
｡
長
宏
代
妾
幹
草
の
挨
拶
で
午
前
の
部

が
終
わ
り
ま
し
た
｡

午
後
1
時
か
ら

｢記
念
講
演
｣
｡
木
下
安
子
巳
野

市
地
域
ケ
丁
研
究
所
所
長
が
r
日
本
に
お
け
る
在

宅
ケ
ア
の
実
情
と
今
後
の
課
頚
J
と
還
し
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
な
が
ら
鎌
演
さ
れ
ま
し
た
｡

午
後
3
時
か
ら
5
会
場
に
わ
か
れ
分
散
会
を
行
い

参
加
者
全
員
が
地
域
の
様
々
の
実
情
を
稽
告
さ
れ
'

又
'
問
題
の
提
起
'
討
論
の
鳩
と
な
り
ま
し
た
｡

夜
の
懇
親
会
は
福
島
県
建
連
の
伊
藤
さ
ん
の
司
会

で
始
ま
り
'
柳
田
滋
賀
県
難
連
会
長
が
歓
迎
の
挨
拶
'

挽
い
て
茨
城
県
楚
連
か
ら
持
っ
て
い
さ
ま
し
た
､
発

病
王
者
の
奥
さ
ん
の
つ
く
っ
た
歌
詞
の
『
風
雪
夫
婦

花
』
の
歌
声
バ
ッ
ク
に
長
宏
代
表
幹
事
が
乾
杯
'
参
加

団
体
別
紹
介
､
江
州
音
頭
放
電
'
オ
ー
ク
シ
n
ン
'

協
力
会
旦
抽
選
会
で
は
大
阪
難
病
速
の
鼓
未
明
さ
ん

が
海
外
研
修
旅
行
に
当
選
し
ま
し
た
｡
こ
の
よ
う
に

し
て
無
我
全
は
午
後
8
時
に
終
り
ま
し
た
｡

そ
の
後
は
'
部
屋
別
交
流
に
移
り
夜
の
ふ
け
る
の

を
忘
れ
る
這
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

第
2
EI)
(53
日
/
日
)
午
前
9
時
よ
り
昨
日
に
続

き
分
散
会
で
10
時
部
分
迄

､
そ
れ
か
ら
全
体
会
に
移

り
､
各
分
散
会
報
告
､
質
疑

･
柑
穎
'
ま
と
め
の
稚

告
は
伊
藤
た
て
お
代
表
幹
事
が
し
ま
し
た
｡
ア
ピ
ー
ル

採
択
､
全
員
に
よ
る
環
竜
湖
周
航
の
歌
を
合
唱
し
な

が
ら
閉
会
に
な
り
ま
し
た
｡

昼
食
後
来
年
は
長
野
で
会
い
ま
し
ょ
う
/

会
場

前
で
み
な
さ
ん
と
別
れ
､,私
た
ち
は
ホ
テ
ル
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
紅
真
美
っ
盛
り
の
日
吉
大
社
へ
観
光
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
｡

感
動
的
な
盛
り
上
り
が
あ
っ
て
'大
成
功
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
｡
全
国
の
患
者
蓬
動
の
相
互
理
解
と
連
帯

の
き
ず
な
が
亜
ま
る
機
会
を
感
じ
ま
す
｡
又
'
地
域

か
ら
の
事
例
の
持
ち
よ
り
で
色
々
勉
強
に
な
り
ま
し

た
｡

☆
会
dt
家
族
の
詩
が
レ
コ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た

｢全
国
会
報
｣
他
a
p
8
で
ご
紹
介
敦
し
ま
し
た

茨
城
県
支
部
会
且
の
奥
Ttiん
の
中
村
き
み
子
さ
ん
の

詩
が
､
此
の
度
キ
ン
グ
)
コ
ー
ド
よ
り
本
戦
の
歌
手

に
よ
り
演
歌
と
し
て
発
蓋
さ
れ
ま
し
た
｡

<
作
詞
者
中
村
き
み
子
さ
ん
よ
り

一
言
>

｢匿



父
が
母
が
又
は
夫
が
幸
が
手
が
､
こ

の
難
病
と
云

う
思
い
も
か
け
ぬ
房
と
た
た
か
い
生
き

抜
く
事
は
'

そ
の
家
族
の
者
'
患
者
本
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま

せ
ん
｡

死
め
の
は
易
し
'
生
き
る
は
難
し
い
と
言
い
ま
す

が
そ
の
心
痛
を
歌
に
託
し
夫
共
々
ロ
づ
き
み
'
悲
し

み
を
喜
び
と
化
し
'
生
き
る
支
え
と
考
え
て
作
り
ま

し
た
｡

風
雪
夫
婦
花

一

雨
の
降
る
ED
は

傘
と
な
り

夜
の
道
で
は

杖
と
な
る

病
の
床
に

伏
す
朱
方

い
つ
も
手
と
な
り

足
と
な
り

こ
の
身
を
捧
げ

つ
く
し
ま
す

二

苦

労
ひ
と
つ
を

分
け
合
っ
て

生
き
た
人
生

四
十
年

辛
い
坂
道

い
ば
ら
道

花
の
咲
く
日
の

訪
れ
を

信
じ
て
と
も
に

生
き
て
き
た

三

好
き
な
士
方
の

た
め
な
ら
ば

捨
て
て
悔
い
な
い

こ
の
生
命

負
け
は
し
ま
せ
ん

い
つ
ま
で
も

耐
え
る
風
雪

夫
婦
花

あ
な
た
と
二
人

咲
か
せ
た
い

√一

-S

※
次
の
ペ
ー
ジ
は
訪
ペ
ー
ジ
よ
り
読
み
始
め
て
下
さ
い
｡



決
定
さ
れ
ま
し
た

r
若
年
性
バ
ー
キ
ン
ソ
/
病
患
者

対
策
の
充
実
J
に
つ
い
て
､

斉
永
群
兵
庫
県
支
部
長

･
前
原
隆
司
大
阪
冊
支
部

幹
事

･
菅
羽
車

一
田
無
市
福
祉
を
考
え
る
会
代
表
･

租
本
春
久
茨
城
県
支
部
副
支
部
長
兼
全
国
幹
事
の
方

々
と
共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

先
の
友
の
会
結
成
十
周
年
記
念
事
業
の
ア
ソ
ケ
ー

･L
の
括
黒
に
よ
る
と
､
発
病
時
の
平
均
五
十
五
t
l
I

歳
で
あ
っ
た
が
､
所
謂
若
年
性
と
さ
れ
て
い
る
三
十

九
歳
以
下
に
発
病
し
た
人
が
八
'
五
年
で
し
た
｡

仕
事
な
い
し
家
事
に
つ
い
て
は
'
｢
家
事
も
仕
事

も

一
切
で
き
な
い
｣
と
答
え
た
人
が
三
十

1
.

T
tR

で
長
も
多
く
'
｢
家
事
を
手
伝
う
篠
度
に
し
て
い
る
｣

二
十
六
'
五
tR
t
就
労
し
て
い
る
人
十
g
]≠
い
る
が
'

｢
央
業
し
た

｣
と
い
う
人
も
八
'
､八
≠
存
在
し
て
い

る
｡
次
に
畢
症
度
と
仕
事
の
状
況
と
の
関
連
性
と
の

点
は
'
男
性
の
働
き
盛
り
で
あ
る
五
十
九
歳
以
下
で

｢
失
業
し
た
｣
人
が
二
十
四
'
七
多
'
｢
一
切
で
き

な
い
J
も
二
十
四
､
七
カ
を
し
め
て
い
る
｡
経
済
的

先
陣
､
あ
る
い
は
社
会
的
活
動
へ
の
参
加
と
い
う
観

点
か
ら
'
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
人
々
が
も
っ
と

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
又
鼓
済
的
に
｢
多
少

心
配

)
と
い
う
人
が

一
凡
'
七
声
'
さ
ら
に
轟
済
的

に
余
裕
の
な
い
人
r
ぎ
り
ぎ
り

J
｢
困

っ
て
い
る

｣

r
非
常
に
困
っ
て
い
る
｣
あ
わ
せ
て
二
十

1
.
二
歩

を
し
め
て
い
た
｡

次
に
茨
城
県
支
部
の
会
員
の
内
に
も
若
年
性
の
割

合
は
十

-
碑
の
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
｡

私
の
発
病
は
三
十
三
歳
で
現
在
五
十

f
歳
で
す
｡

亡
母
も
.ハ
I
キ
ン
ソ
ソ
病
で
し
た
｡
又
'
九
人
兄
弟

･
姉
妹
の
う
ち
二
人
の
姉
も
.i
-
キ
ソ
ソ
ン
病
に
な
っ

て
い
ま
す
｡
こ
の
病
気
は
体
質
的
に
か
か
り
や
す
い

け
れ
ど
も
遁
伝
し
な
い
と

f
粒
的
に
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
'
私
の
よ
う
な
場
合
は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
｡

現
在
も
発
病
以
前
か
ら
勤
務
先
で
事
務
聡
に
取
確

変
更
し
て
頂
き
'
自
宅
よ
り
会
社
ま
で
片
道
電
車
で

約
二
時
間
の
と
こ
ろ
を
通
勤
し
て
居
り
ま
す
｡

朝
'
駅
の
改
札
口
で
は
小
刻
み
歩
行
に
な
り
､
又

電
羊
に
乗
-
込
む
際
に
ド
ア
が
開
く
と
車
内
で
し

ば
し
ば
転
ぶ
車
も
あ
り
ま
す
｡
で
す
か
ら
毎
日
が
蒙

を
出
て
仕
事
を
終
え
矯
宅
す
る
ま
で
勝
負
の
連
続
で

す
｡
･ハ
-
キ
ン
ソ
ソ
病
は
進
行
性
の
津
病
で
す
の
で
､

私
の
姉
の
状
憩
を
見
る
に
つ
れ
､.
や
り
き
れ
な
い
気

持
ち
で
た
ま
り
ま
せ
ん
｡
現
在
は
'
私
に
し
か
出
来

な
い
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
会
の
活
動
に
没
顕
出
来

る
事
が
幸
せ
で
す
｡

医
療
研
究
グ

ル
～
プ

陣
容
も
新
た
に
再
発
足

医
療
研
究
グ
ル
ー
ブ

藤
井

哲

本
年
六
月
埼
玉
県
は
武
戎
曳
山
で
朋
か
れ
た
軒
十

三
同
会
E3
温
会
に
お
い
て
河
野
都
事
務
局
長
か
ら
長

尾
会
長
退
任
に
伴
う
新
役
兵
選
任
後
に
ゲ
ル
ー
ブ
･

メ
ン
バ
I
の
発
表
が
あ
り
'
若
年
性
研
究
グ
ル
ー
ブ

と
共
に
正
式
の
専
門
部
と
し
て
兼
認
さ
れ
ま
し
た
｡

若
年
性
研
究
詔
と
異
な
り
'
こ
の
グ
ル
ー
ブ
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
の
で
す
が
'
こ
の
度
の
よ
う
な
姐
殊

だ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
｡
絶
会
終
了
後

早
く
会
合
を
持
ち
た
か

っ
た
の
で
す
が
'
天
涙
や
役

員
の
都
合
等
で
遅
れ
に
遅
れ
て
'
や
っ
と
九
月
二
日

に
第

一
回
の
会
合
を
持
ち
ま
し
た
｡

そ
こ
で
討
議
し
た
こ
と
は
'
年
に

一
回
発
行
す
る

｢
し
お
り
｣
の
文
書
を
正
確
に
書
く
の
は
措
辞
だ
が
'

も
っ
と
や
さ
し
く
な
ら
な
い
か
､
ま
た
全
国
会
報
に

の
せ
る
新
薬
な
ど
の
ニ
I
I
ス
も
な
る
だ
け
や
さ
し

く
愚
老
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
訳
し
て
い

く
｡
盗
井
原
戒
の
た
め
に
資
料
は
郵
送
回
覧
で
行
う
｡

会

話
は
3
ケ
月
に
1
度
く
ら
い
の
頻
度
で
開
い
て

い
き
た
い
｡
で
は
今
後
の
医
軒
の
活
動
を
期
待
し
て

い
て
下
さ
い
｡

IC'-
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う
｡
友
の
会
の
皆
様
'
前
向
き
に
頑
集
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
｡
最
後
に
役
員
の
皆
様
に
有
無
う
ご
ざ

い
ま
す
'
御
苦
労
様
で
す
'
感
汝
し
て
い
ま
す
｡

暑
さ
酷
し
き
折
く
れ
ぐ
れ
も
お
大
事
に
･･･
･
｡

若
年
性
.ハ
ー
キ

ン
ソ
ソ
病

の

今
後

の
取
-
組
み
方

に
つ
い
て

全
国
幹
事

種
本

奉
久

全
国
.〟
-
キ
ン
ソ
ソ
病

(以
下
バ
病
と
略
す
)
衣

の
会
第
十
三
回
全
国
大
金

二

九
八
九
年
五
月
二
十

八
日
)
で
殺
貞
に
決
定
さ
れ
'
若
年
グ
ル
ー
プ
の
担

当
に
な
り
ま
し
た
｡
ノ
ン
.･ハ
ー
を
紹
介
し
て
お
き
ま

す
と
'
清
水
さ
ん

(
リ
ー
ダ
ー
.
茨
妓
県
)
'
前
原

さ
ん

(大
阪
府
)
'
芳
永
さ
ん

(
兵
庫
県
)
'
吉
羽

さ
ん

(東
京
都
)
と
紅

1
点
'
長
年
若
年
性
の
問
贋

を
取
り
上
げ
検
討
し
て
こ
ら
れ
た
強
力
な
推
進
者
の

河
野
事
務
局
長
で
あ
り
ま
す
｡
小
生
は
当
年
四
十
八

歳
'
.ハ
肩
先
肩
は
g
)十
歳
で
八
年
間
た
ち
ま
し
た
｡

身
幹
の
動
く
間
に
少
し
で
も
故
力
を
尽
し
'
役
に
立

ち
た
い
と
思
う
気
持
ち
か
ら
本
部
役
員
を
引
き
受
け

ま
し
た
｡
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
耳
い
し
ま
す
｡

若
年
性
と
は
何
歳
か
ら
と
い
う
定
ま
は
な
く
'
各

方
面
で
き
い
て
み
ま
す
と
'
三
十
歳
代
や
三
十
九
歳

以
下
と
い
う
の
が

l
般
的
の
よ
う
で
す
が
.
私
の
主

治
医
の
御
指
導
も
あ
り
'
四
十
歳
未
満
が
対
象
者
と

考
え
て
い
ま
す
｡
メ
ン
バ
I
が
関
東
と
幽
西
に
分
か

れ
て
い
ま
す
が
'
お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

現
在
次
の
よ
う
な
取
り
範
み
を
考
え
て
い
ま
す
｡

1
.
現
状
の
把
姓

い
っ
た
い
全
国
に
ど
れ
く
ら
い
の
若
年
性
の
方
が

お
ら
れ
る
の
か
｡
又
'
そ
の
人
蓮
の
牡
簾
状
層
へ
即

ち
､
日
常
生
活
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
何
が

T
番
由

っ
て
お
ら
れ
る
か
､
な
ど
'
こ
れ
ら
の
現
状
を
知
る

た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
'
各
地
域
の
友
の
会

の
協
力
を
待
て
､
集
計
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

二
'
こ
の
現
状
に
基
づ
い
て
.
短
祉
の
あ
り
方
を
国

家
､
都
道
肘
県
'
市
町
村
等
へ
訴
え
て
い
く
｡

三
､
こ
れ
ら
の
万
々
と
の
交
流
を
も
と
に
'
よ
り
豊

か
な
心
と
身
拝
を
罷

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
｡開

く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
'
小
学
五
年
生
で
発

病
し
て
い
る
人
も
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
｡
今
立

の
老
人
性
向
き
の
病
気
だ
｡
秦
が
あ
る
｡
-
･･･な
ど

の
理
由
か
ら
lA
生
省
で
は
無
病
か
ら
取
り
は
ず
そ
う

と
い
う
考
え
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
｡
我
々
の
所

気
は
完
全
な
治
ま
万
態
が
確
立
し
て
お
ら
ず
へ
最
近

新
佃
耗
上
に
時
々
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
.
こ
れ
と
い

っ
た
決
定
的
な
も
の
は
な
く
'
声
を
大
に
し
て
､
治

辞
方
法
の
早
期
確
立
'
福
祉
政
策
の
向
上
を
ね
ぼ
り

尊
く
､
関
係
当
局
に
訴
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
｡
各
諸
氏
の
御
指
事
を
お
掃
い
申

し
上
げ
ま
す
｡

若
年
性
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病

患
者
連
絡
会

茨
城
弗
支
部
長
兼
全
員
幹
事

汗
水

昇
勝

政
府
は
二
十

一
世
点
を
め
ざ
し
た
医
庶
供
給
の
捻

嘉

蓋

し
と
称
し
,
年
毒

乳

漂

,
国
保
,

老
人
廉
廉
法
の
改
悪
'
又
こ
れ
に
併
行
し
て
､
病
院

経
営
の
営
利
化
､
入
退
院
判

定
垂
貞
全
の
設
定
に
よ

る
人
臣
期
間
の
短
溶
化
を
促
進
し
､
安
上
り
の
在
宅

医
辞
を
基
本
と
し
た
治
安
休
系
を
作
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
｡

こ
の
様
な
医
漂
'
溝
祉
を
め
ぐ
る
情
券
に
対
し
私

た
ち
'
若
く
し
て
･ハ
I
キ
ソ
ソ
ソ
浦
を
発
病
さ
れ
た

方
々
が
実
心
し
て
飴
煮
や
生
活
が
出
来
'
も

っ
と
悩

み
な
ど
が
く
み
取
れ
る
よ
う
'
先
の
第
十
三
回

(埼

玉
)
大
会
に
て

一
九
八
九
年
度
活
動
方
針
と
し
て
'
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介
護
を
要
す
る
主
人
を
か
1
え
て
や
る
事
で
思
う
様

に
ゆ
か
ず
､
暑
か
っ
た
夏
に
'
新
薬
を
飲
み
始
め
た

主
人
が
副
作
用
ば
か
り
出
て
､
ど
う
に
も
な
ら
な
い

状
唐
に
這
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
｡
結
局
新
薬
は
や
め

て
少
し
つ
ゝ
落
着
い
た
主
人
の
介
護
と
総
会
の
準
備

で
忙
し
く
過
し
､
そ
の
時
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
｡
自
治
医
大
看
護
短
大
の
吉
田
幸
江
先
生
に

友
の
会
の
総
会
で
何
か
お
汚
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
'

と
お
覇
い
し
ま
し
た
所

rい
～
で
す
よ
J
と
の
こ
と

で
県
の
兼
帯
遵
事
務
局
に
総
会
の
事
で
相
談
に
伺
っ

た
時
､
そ
の
お
話
を
し
ま
し
た
TF

吉
田
先
生
の
お

話
を
伺
え
る
の
な
ら
少
数
の
会
員
だ
け
で
聞
く
の
は

勿
俸
な
い
か
ら
､
県
に
お
顔
い
し
て
'
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
患
者
さ
ん
全
員

(栃
木
県
で
は
四
二
ハ
玉
名
位
)

に
連
絡
し
て
才
い
ま
し
ょ
･r主

の
事
で
実
現
し
ま
し

た
｡
例
年
で
す
と
十
五
'
六
名
の
会
合
で
す
の
に
九

月
十
日
に
は
盲
人
近
い
万
々
で
会
場
が
狭
く
広
い
部

屋
に
準
え
て
貰
い
ま
し
た
､
そ
れ
で
も
廊
下
で
立
っ

て
聞
く
方
蓬
出
る
淫
で
し
た
｡
そ
の
時
患
い
ま
し
た
｡

個
人
の
力
で
は
へ
ま
ゝ
な
ら
な
い
が
組
樺
の
力
の
強

さ
と
云
う
か
､
一
歩
踏
み
出
し
た
力
強
い
支
援
が
得

ら
れ
､
主
婦
業
だ
け
で
過
し
た
大
正
生
れ
の
私
に
は

発
き
の
連
続
で
し
た
｡
病
人
の
介
護
で
家
の
中
に
こ

も
り
欝
ち
だ
っ
た
私
も
何
か
tJ
振
っ
切
れ
た
様
な
気

が
し
･ま
し
た
｡
そ
の
時
新
全
ITEに
な
ら
れ
た
方
が
十

六
名
へ
旧
全
量
≡

名
で
計
四
七
名
に
な
り
嬉
し
い

事
で
し
た
｡

今
tE
)っ
て
居
る
事
は
旧
会
貞
の
万
で
全
額
等
還
っ

て
･0
反
応
な
-
､
全
書
未
納
の
方
が
多
数
い
ら
っ
し

ゃ
る
事
で
す
｡
会
長
の
奥
様
と

r時
間
が
と
れ
て
会

員
宅
を
訪
問
出
来
れ
ば
1
番
よ
い
の
で
し
ょ
う
が
無

理
で
す
ね
'
吸
-
な
っ
た
ら
懇
額
会
で
も
開
い
て
食

事
で
も

一
緒
に
し
な
が
ら
話
合
い
の
塀
を
持
ち
ま
し

ょ
う
t
と
云
う
事
に
な
り
ま
し
た
｡
会
見
の
方
か
ら

の
お
電
話
で
も
同
じ
立
場
の
人
々
で
話
合
っ
た
ら
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
事
で

会
長
同
志
の
和
が
生
れ
今
年
は
そ
れ
に
何
か
ヾ
プ
ラ

ス
さ
れ
た
ら
栃
木
県
支
部
も
他
県
の
会
の
様
な
立
派

t･6全
報
道
は
行
か
な
く
て
も
､
何
か
ゞ
出
来
た
ら
い

ヽ
な
ー
･･U
思
っ
て
居
り
ま
す
｡
本
部
の
方
々
に
も
い

ろ
い
ろ
相
談
に
乗
っ
て
頂
い
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
｡
是
か
ら
ら
よ
ろ
し
く
御
指
串
お
願
い
致
し
ま
す
｡

今
這
原
稿
等
書
い
た
事
な
ど
な
い
者
が
書
い
た
文
章

読
み
に
く
い
事
と
思
い
ま
す
｡
ど
う
ぞ
御
判
読
下
さ

っ
て
新
生
栃
木
県
支
部
の
是
か
ら
の
莞
農
を
見
守
っ

て
居
て
下
さ
い
｡

平
成
二
年

一
月

注

栃
木
県
支
部
は
奥
様
が
､
介
護
を
し
な
が
.呈

丁

替
長
代
確
と
し
て
藩
eElさ
れ
て
い
ま
す
｡

茨
城
県支

部
長

(J
P
A
幹
事
)
清
水

昇
勝

こ
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
に
大
先
や
支
部
の
後
に
凍
く

当
茨
城
県
支
部
と
し
て
は
'
あ
ま
り
に
も
見
劣
り
し

ま
す
が
､
ご

〓
訳
し
て
下
さ
い
｡

先
ず
当
県
の
位
置
･
地
勢
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
｡

茨
城
県
は
関
東
地
方
の
北
東
に
あ
っ
て
'
東
は
太

平
洋
に
の
ぞ
み
'
北
は
措
烏
県
､
西
は
栃
木
県
に
接

し
'
南
は
利
根
川
を
も
っ
て
千
葉
県
'
埼
玉
県
に
界

し
て
い
る
｡
又
'
北
に
阿
武
隈
山
地
の
の
南
端
部
に

あ
た
る
八
帝
､
久
慈
'
多
賀
の
話
山
地
が
連
な
っ
て

お
り
こ
の
間
に
山
田
川
､
皇
川
､
久
慈
川
､
那
珂
川

掩
頓
の
平
地
が
あ
る
.
<
礁
山
地
は
北
西
県
境
に
そ

び
え
る
<
兼
山
に
始
ま
り
､
南
走
し
て
栃
木
県
と
の

境
に
加
波
山
､
筑
波
山
に
至
っ
て
お
り
'
多
賀
山
地

に
は
花
園
山
'
神
峰
山
'
高
給
山
な
ど
の
山
が
あ
る
｡

県
の
南
西
部

l
帯
は
関
東
平
野
の
兼
帯
を
な
し
て

東
に
は
霞
ケ
浦
'
北
浦
を
中
心
と
す
る
水
郷
地
帯
が

あ
っ
て
､
西
に
は
利
根
川
に
そ
そ
ぐ
鬼
怒
川
'
小
見

川
の
両
河
川
に
よ
る
農
耕
に
遺
し
た
平
地
が
広
が
っ

て
い
る
｡

海
岸
線
は
延
長

一
八

一
.皿
に
お
よ
び
､
そ
の
間
t

E
立
､
大
洗
'
鹿
島
港
が
あ
る
､
ま
た
船
山罷

業
の

拠
点
と
し
て
､
平
潟
､
大
津
､
久
要
､
篠
崎
､
平
壌
､

.諺



入
院
し
ま
し
た
｡
こ
の
時
私
は
三
C
)歳
で
し
た
｡
そ
の
時
の
結
果
は
た
だ

の
疲
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
､

ど
う
し
て
も
お
も
わ
し
-
な
い
の
で
'

次
々
と
大
き
な
病
院
に
変
り
'
東
京
女
子
医
大
の
神
経
科
で
は
､
う
つ
病

と
診
断
さ
れ
'
慈
恵
医
大
で
は
自
分
か
ら
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
ア
ー
チ
ン
を
処
方
し
て
も
ら
い
'
診
断
名
も
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

と
な
り
ま
し
た
｡
こ
の
年
私
は
三
四
歳
の
時
で
す
｡

そ
の
頃
妻
は
二
番
目
の
子
供
を
生
i
一事
に
当
た
り
遺
伝
の
問
題
と
こ
れ

か
､つ
の
経
済
の
面
で
私
以
上
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
｡
で
も

夫
婦
で
話
し
合
い
子
供
を
生
む
決
意
は
し
ま
し
た
｡

翌
年
,
長
男
が
琵
生
し
ま
し
た
｡
そ
し
て
昭
和
五
五
年
私
が
四
二
歳
町

時
へ
近
所
の
葬
式
の
手
伝
い
で
疲
れ
て
､
そ
の
夜
家
の
中
で
歩
行
が
出
来

な
/､
な
り
'
夫
婦
で
前
途
を
悲
観
し
無
言
の
士
二
一̂
時
が
す
ぎ
'
私
は
妻
と

-
緒
に
心
中
し
て
し
ま
い
た
い
と
考
え
て
い
る
と
'
要
が
以
前
テ
レ
ビ
で

順
天
堂
の
盾
林
先
生
の
放
映
を
或
て
､
友
の
会
の
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
｡

電
話
番
号
を
書
き
取

っ
て
あ
り
､
藁
を
ら
潜
む
思
い
で
神
奈
川
県
支
部
の

西
島
様
に
電
話
が
つ
な
が
り
､
態
林
先
生
の
診
察
の
予
約
の
手
配
を
し
て

ら
ち
い
ま
し
た
｡
二
の
気
持
は
言
葉
で
は
1苫

表
わ
せ
な
い
-品

で
し
長

診
質
の
日
の
朝
病
院
の
玄
関
先
で
私
は
全
く
歩
行
が
で
き
4']
ノ＼
L.リ
､
章

に
病
院
の
車
椅
子
を
借
り
て
き
て
も
ら
い
診
察
室
に
入
り
､
先
生
の
診
察

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡
そ
の
時
L
ド
パ
を
頂
き
呑
む
と
こ
れ
が

と
て
も
効
き
F
等
え
リ
サ
5パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
す
っ
か
り
治
っ
た
｣･̂
う
な

気
分
に
な
り
ま
し
た
O

そ
の
頃
､
上
の
娘
は
高
校
4tJ卒
業
し
､
長
男
は
小
芋
三
年
生
と
､
何
も

心
配
仁
ノ＼

成
長
し
て
い
ま
し
た
｡
可
愛
い
子
供
達
の
顔
を
み
て
い
る
と

Id

私
は
子
供
達
に
遺
伝
は
な
か
ろ
う
か
､
結
婚
に
さ
し
さ
わ
り
は
な
か
ろ
う

か
と
'
就
寝
時
に
布
団
に
入
る
と
よ
-
考
え
る
事
も
あ
り
ま
し
た
｡
娘
は

私
の
不
自
由
な
姿
を
見
て
か
､
難
病
患
者
の
た
め

に
と
'
看
護
婦
に
な
る

為
に
日
赤
看
護
芋
校
に
入
学
し
て
-
れ
ま
し
た
｡
こ
の
時
私
は
､
我
が
子

で
あ
る
娘
が
こ
の
道
に
進
む
と
云
う
乙
女
の
決
意
に
対
し
'
頭
の
下
が
る

思
い
で
し
た
｡

L
ド
パ
の
処
方
か
ら
約

一
年
ullに
､
薬
害
で
あ
る
の
か
､
左
足
に
不
随

意
運
動
が
起
き
る
よ
う
に
な
り
､
不
随
意
筋
で
す
か
ら
自
分
に
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
有
様
で
し
た
｡
そ
の
為
に
､
昭
和
五
五
年
､
私
は
四
二
歳
の

時
に
脳
定
位
手
術
を
受
け
'
こ
の
不
随
意
運
動
は
す
っ
か
り
止
ま
り
ま
し

た
.そ

れ
か
ら
'
こ
れ
迄
お
世
話
に
成

っ
た
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

神
奈
川
支
部
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
､
約
五
年
間
神
奈
川
県
支
部
の
会
員
と

し
て
,
当
時
支
部
長

(現
在
'
全
国
の
仝
倉

)
西
島
様
の
献
身
的
な
活
動

を
拝
見
し
､
色
々
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
｡

体
が
動
か
ず
ど
う
し
て
明
日
会
社
に
行

っ
LJら
い
い
だ
ろ
う
か
と
せ
っ

ぱ
っ
ま
っ
て
､
神
奈
川
県
支
部

へ
電
話
し
た
時
の
気
持
ち
が
忘
れ
ら
れ
ず
'

茨
城
県
に
も
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
沢
山
居
ら
れ
る
'

自
分
に
.&
出
来
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
か
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
､
茨

城
県
に
支
部
を
作
ろ
う
と
享

っ
気
侍
が
盛
り
上
り
､
茨
城
県
薙
連
や
全
国

友
の
会
の
不
部
の
協
力
の
も
と
に
､
五
ケ
月
の
間
支
部
結
成
の
た
め
に
全

力
を
つ
く
し
ま
し
た
O
茨
城
県
難
運
か
ら
は
医
療
相
談
会
に
来
た
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
患
者
に
呼
び
掛
け
を
し
て
く
れ
た
り
'
全
国
友
の
会
本
部
か

ら
県
円
在
住
や
隣
壁

又
部
に
入
会
し
て
い
る
全
員
の
名
簿
.4i,頂
き
､
そ
れ
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一
九
九

〇
年

(平
成
二
年
)
度
役
員
を
紹
介
し
ま
す
｡

監 会 幹 事 全 役

同 同 同 同 同 同 雷 同 同 同 職
事 計 事 長 長 名

氏西

島

海
野

(う
ん
の
)

松

尾

俊

清

水

昇

河

野

藤

井

平

岩

幾

名瑳
勝
代Ⅵu且

丘臆箭哲子

西針 山 田 小 尾 植

官
生 本 中 ロ 崎 本 島

山

賢 富 良 野 偉 泰 三

隆 子 明 児 三

兵 北 千 束 千 天 神 東 東 京 京 大 静 神 出
海 京 奈

崖 道 棄 京 葉 城 川 京 京 京 城 阪 岡 川 身
1 5

一.㈲

甘
㈲

蘭

[7,,l]

闘
病
体
験
談

茨

城県支
部

清

水昇
勝

私
は
茨
城
県
支
部
の
清
水
で
す
｡
本
日
の
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
第

一
四
回
愛
媛
大
会
に
あ
た
り
'
些

九
愛
媛
県
支
部
の
皆
さ
ん
､
又
､

愛
媛
県
莞
病
患
者
団
捧
連
絡
協
議
会
の
役
員
の
方
々
'
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
み
な
さ
ん
方
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
を
感
謝
申
し
上
げ
三

J
o私

の
体
験
発
表
を
す
る
事
で
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
た
て
ば
と
思
い
'

お
引
き
受
け
鼓
し
ま
し
た
Q
私
は
皆
さ
ん
の
前
で
お
話
し
を
す
る
二
と
は

言
語
障
害
が
あ
り
ま
す
の
で
不
安
で
あ
り
ま
丁
が
､

一
生
懸
命

つ
と
め
ま

す
の
で
､
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

私
は
九
人
兄
弟
で
す
｡
そ
の
う
ち
肺
二
人
が
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
す
｡

又
､
亡
き
母
も
手
の
振
戦
で
苦
し
ん
だ
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
し
た
｡

で
は
,
こ
れ
ま
で
の
事
を
年
を
追

っ
て
お
話
し
致
し
ま
す
｡
私
は

f
八

歳
の
時
,
自
衛
隊
に
入
隊
し
四
年
間
勤
め
除
隊
し
ま
し
て
､
二
五
歳
で
宗

嬉
し
､
翌
年
現
在
の
会
社
の
郵
便
LBT敷
革
の
運
転
士
と
し
て
就
降
し
三
し

た
｡
そ
の
年
に
長
女
が
生
れ
､
こ
の
子
が
誕
生

一
歳
児
赤
ち
ゃ
ん
コ
､/
ク

ー
ル
に
健
康
優
良
児
に
入
れ
し
ま
L
L
J｡
妻
の
親
に
土
地
の
擾
供
t>J得
て

豪
を
造
り
藩
夜
色
の
新
婚
生
活
が
始
ま
り
健
康
に
も
自
信
が
あ
り
ま
し
た
｡

し
か
し
長
女
が
五
歳
の
時
に
'
片
方
の
足
を
引
き
ず
る
と
云
う
歩
行
陥

害
の
症
状
が
で
て
き
て
県
立
冶
合
病
院
の
内
科
に
検
査
の
た
め
四
〇
日
間

-ALL



に
よ
り
患
者
さ
ん
宅
を
地
図
を
持
っ
て
訪
ね
た
り
､
又
､
県
衛
生
部
'
各

報
道
横
関
に
趣
意
書
を
持
っ
て
お
厭
い
に
行
-
等
'
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
取

り
ま
し
た
｡
そ
れ
に
対
し
県
で
掌
握
し
て
い
る
患
者
に
案
内
状
送
付
の
協

力
を
得
て
､
又
､
各
新
聞
､
テ
レ
ビ
､
ラ
ジ
k
で
も
大
き
-
報
道
し
て
-

れ
ま
し
た
｡

お
陰
様
で
結
成
当
日
は
大
雪
の
降
る
日
で
し
た
が
予
定
人
数
よ
り
は
る

か
に
沢
山
の
患
者

･
豪
族
の
出
席
を
得

て
､
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
の

一
七
番
目
の
茨
城
県
支
部
と
し
て
昭
和
｣ハ
L
年
三
月
二
三
日
に
諾
成

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
｡
私
は
'
こ
の
年
か
ら
l
P
C
の
全
国
交
流
集
会

に
毎
回
参
加
し
'
全
国
の
患
者
会
と
の
連
帯
と
自
分
自
身
の
勉
強
の
場
と

し
て
力
の
読
.＼
限
り
参
加
し
て
き
ま
し
た
｡
こ
れ
も
私
は
､
こ
の
世
に
生

れ
'
慧
病
患
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
､
こ
の
苦
し
み
を
多
-
の
人
に
知
っ

′

て
も
ら
う
為
'
又
私
が
謹
験
し
た
､
あ
e
藁
を
ら
嵐
む
竜
の
相
談
相
手
に

I)

な
れ
た
ら
ば
と
思
っ
て
毎
日
生
活
し
て
い
ま
す
｡
現
在

私
は
五
二
歳
で
す
C

今
も
自
宅
か
ら
会
社
迄
電
車
で
三
回
の
乗
り
換
え
で
二
時
間
を
か
け
て
通

勤
し
て
居
り
ま
す
｡
仕
事
は
会
社
の
好
意
に
よ
り
現
在
は
事
務
職
に
し
て

ら
ち
い
勤
続
二
七
年
に
成
り
ま
す
｡
通
勤
途
中
に
は
､
駅
の
階
段
や
電
車

の
中
で
転
倒
す
る
事
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
'
幸
い
I大
事
に
は
至
っ
て

居
り
ま
せ
ん
｡
昨
年
迄
は
訳
迄
二
K
程
､
バ
イ
ク
を
使
っ
て
お
り
ま
し
た

が
へ
今
は
妻
に
朝
夕
駅
蓬
車
で
送
り
迎
え
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
｡
時
々

沈
む
自
分
の
心
を
励
ま
し
､
時
に
は
開
き
直
り
し
て
､
朝
は
六
時
に
豪
を

出
て
帰
り
は
夜
八
時
に
帰
宅
し
土
､
日
は
患
者
会
の
仕
事
を
し
て
い
る
日

常
生
活
で
す
が
'
あ
と
定
年
迄
七
年
間
頑
張
る
覚
悟
で
す
｡

あ
る
先
生
の
講
演
会
の
お
話
し
の
な
か
で
パ
L
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん

は
今
迄
に
､
家
庭
の
為
'
社
会
の
為
､
世
の
中
の
為
に
､
ド
パ
ミ
ン
を
使

い
果
し
た
の
だ
か
ら
へ
こ
れ
か
ら
は
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
し
て
下
さ
い
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
｡
私
も
毎
日
く
よ
く
よ
し
な
い
で
'
神
様
に
頂
い
た
命

の
あ
る
か
ぎ
り

一
日

一
日
を
感
謝
し
て
､
明
る
-
菜
し
い
事
を
沢
山
や
っ

て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

私
の
楽
し
い
事
と
は
患
者
会
の
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
｡

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
娘
は
結
婚
し
孫
皇

議

に
成
り
ま
し
た
｡
娘
本

人
は
国
立
病
院
の
看
護
婦
と
し
て
働
い
て
居
り
ま
す
｡
長
男
は
高
校
を
卒

業
し
専
門
学
校
に
通
っ
て
居
り
ま
す
｡
取
り
留
め
も
な
い
お
話
し
を
ご
静

聴
有
り
整
う
ご
産
い
ま
し
た
｡

介

護

体

験
歪

県
支
Ⅶ

梅

本

純

代

私
の
夫
は
九
年
前
の

t
月
に
発
病
致
し
ま
し
た
｡

当
時
､
仕
事
が
忙
し
く
で
､
毎
日
の
帰
宅
が
十
時
か
ら
十
二
時
の
間
で

し
た
｡
会
社
が
近
い
も
の
で
飲
ん
で
帰
る
事
も
な
く
､
又
お
面
も
さ
ほ
ど

好
き
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

そ
ん
な
訳
で
当
時
夕
食
は
私
と
小
学
校
四
年
に
な
る
娘
と

l
年
に
乍

O

息
子
の
三
人
で
先
に
済
ま
せ
'
夫
は
い
つ
も

一
人
で
私
が
話
し
相
手
に
な

り
な
が
ら
済
ま
せ
る
毎
日
で
し
た
｡

そ
ん
な
時
'
お
済
物
に
お
醤
油
を
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
事
が
軍

え
て
い

る
の
で
す
｡

私
は
丁
か
さ
ず

｢
お
父
さ
ん
tJJ
う
し
た
の
L
と
た
ず
ね
ま
し
た
｡

-//



｢
お
か
し
い
な
｣
と
夫
が
言
い
､
｢何
か
解
ら
な
い
か
ら

一
度
お
医
者
様
に

一望
J
も
ら
え
ば
｣
と
私
が
言
っ
て
そ
の
場
は
終
り
ま
し
た
｡

し
ば
ら
く
し
て
近
所
の
お
医
者
様
に
行
き
ま
し
た
､つ
'

r
も
し
か
し
た
ら
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
か
も
知
れ
な
い
｡

一
度
神
経
内
科
の

あ
る
大
き
な
病
院
で
み
て
も
ら
い
な
さ
い
｣
と
の
事
で
し
た
｡
夫
は
神
違

円
科
の
あ
る
病
院
が
ど
こ
に
あ
る
か
鯨
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
お
医
者
様

に
た
ず
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
､
東
大
病
院
に
行
け
ば
ど
う
か
と
言
う
こ
と
で

し
た
｡
そ
れ
で
東
大
の
付
属
病
院
に
行
き
ま
し
た
｡
そ
こ
で
の
診
察
は
歩

い
て
み
た
り
､
腕
を
動
か
し
た
り
'
手
の
震
え
を
み
た
り
'
続
に
丸
を
書

か
せ
た
り
'
ま
た
へ
最
近
の
様
子
を
問
い
た
り
し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

の
診
断
を
受
け
㌢
し
た
｡
私
共
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
言
わ
れ
て
も
何
も

解
り
圭
せ
ん
｡
当
時
は
今
程
新
聞
'
ラ
ジ
オ
､
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
る

事
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

家
に
あ
る
家
庭
の
医
芋
の
本
を
調
べ
た
と
こ
ろ
'
そ
の
頃
巨
が
あ
り
ま

せ
ん
｡
本
屋
で
捜
し
て
三
冊
の
軒
を
読
み
蓋
し
...,｡
病
気
の
症
状
は
書
い

て
あ
る
の
で
す
が
'
い
ず
れ
護
た
き
り
〓
な
る
し
岳

望
の
持
て
る
事
は
書

い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
.
私
も
夫
ら
関
西
の
出
身
で
夫
の
勤
務
の
関
係

で
茨
城
県
の
竜
ヶ
崎
市
に
住
ん
で
い
ま
す
｡

病
気
が
わ
か
っ
て
夫
や
私
の
実
家
に
連
絡
し
ょ
う
と
電
話
を
か
け
ま
し

た
が
へ
涙
が
あ
ふ
れ
て
話
し
が
出
来
ま
せ
.ん
で
し
た
｡

ど
う
し
よ
う
も
な
い
時
は

一
家
心
中
に
t･̂
to
か
4.J
J
ぢ
.と
と
考
え
た
時

･･リ
あ
り
ま
し
た
｡

と
こ
ろ
で
発
病
当
時
震
え
が
一t
･つ
れ
た
時
に
･tIて

7̀)気
に
4.1̂
る
事
が
あ

り

土工
J
O
夫
の
会
社
に
中
国
か
ら
お
客
様
が
一乍
三

∴
∵
J'
天
が
た
ま
た

..■ヽ

ま
眼
鏡
を
割
り
､
他
の
人
の
合
わ
な
い
メ
ガ
ネ
を
三

～
四
日
も
借
り
て
過

ご
し
た
す
ぐ
そ
の
後
で
震
え
が
出
た
よ
う
に
思
い
ま

す
｡

そ
れ
が
引
き
金
に
な
っ
た
の
で
は
･-
･主

今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
｡

東
大
の
付
属
病
院
に
通
っ
て
い
ま
し
た
時
'
地
下
の
待
ち
合
い
宝
で
｡ハ

主

ン
ソ
ン
病
友
の
会
の
パ
ン
空

ッ
皇

み
た
の
が
友
の
会
に
入
る
き

っ
か
け
で
し
た
｡

友
の
会
に
入
会
し
い
ろ
い
ろ
な
資
料
の
送
付
を
戴
き
徐
々
に
様
子
が
解

っ
て
き
ま
し
た
｡

九
年
に
な
る
間
､
初
め
の
項
は
夫
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
だ
と
い
う
事
は

豪
族
と
私
共
の
実
家
と
兄
弟
の
み
に
話
し
た
だ
け
で
､
外
部
に
は
何
も
話

し
ま
せ
ん
で
し
た
｡

と
こ
ろ
が
三
年
ぐ
ら
い
丁
る
と
左
足
⊥γJひ
き
ず
る
よ
う
に
な
り
'
ま
わ

り
の
人
か
ら
足
の
具
合
が
悪
い
の
か
t
Jた
ず
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
､
そ

の
時
信
頼
の
お
け
る
人
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
あ
る
事
を
話
し
て
き
ま
し

た
C
会
社
に
も
通
院
す
る
事

が
あ
り
ま
す
の
で
一
丁

三
年
ぐ
ら
い
で
連
絡

し
.I.3よ
う
で
す
｡
知
り
合
い
の
常
務
は
あ
ま
り
報

告
し
な
い
方
が
よ
か
っ

た
の
で
は
と
い
う
事
で
し
た
が
何
と
な
く
だ
ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
よ
う

で
し
た
｡
会
社
の
知
人
は
時
た
ま
報
道
さ
れ
た
新
聞
記
事
な
ど
を
切
り
抜

い
て
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
｡

四
年
ぐ
ら
い
は
仕
事
も
以
前
と
変
わ
､り
す
会
社
の
借
り
も
い
ぜ
ん
遅
く

病
気
前
の
生
活
と
殆
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

五
年
近
く
に
な
り
ま
す
と
病
気
の
特
徴
で
あ
る
顔
が
無
表
情
と
な
っ
て

き
て
'
動
き
が
謡
懐
に
な
っ
て
き
ま
し
た
｡

朝
の
出
勤
前
の
準
備
が
以
前
の
ほ
.､
ら
い
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り

-プt5-
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け
で
動
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
の
事
｡
ほ
か
の
粟
は
そ
の
ま
ま
の
ん
で
い

る
の
LJ
と
思
っ
た
が
､
し
ぶ
し
ぶ
従
っ
た
｡

十
二
月
二
十
日
に
入
院
し
て
か
ら
少
し
つ
つ
減
ら
し
始
め
た
が
､
丁
度

正
月
休
み
に
入
る
の
で
､
四
日
か
ら
パ
ー
ゴ
ラ
イ
ド
を
始
め
る
｡
そ
れ
ま

で
パ
ー
ロ
デ
ル
は
切
っ
た
ま
ま
で
あ
る
｡
た
か
が

1
種
と
た
か
を
く
-
っ

て
い
た
私
は
実
際
切
っ
た
時
び
っ
く
り
し
た
｡
正
月
三
ケ
日
が
そ
の
ピ
ー

ク
だ
っ
た
が
､
エ
ル
ド
パ
を
始
め
他
の
薬
を
全
部
の
ん
で
い
ろ
の
に
'
足

は
お
ろ
か
手
ま
で
も
動
か
ず
､
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
も
特
製
ブ
ザ
ー
を
指
で
押

す
の
が
楕

1
杯
だ
っ
た
｡
や
は
り
パ
ー
ロ
デ
ル
も
効
い
て
い
た
の
だ
J｡

長
く
な
る
の
で
以
下
簡
略
に
ご
報
告
す
る
が
'
幸
い
パ
ー
ゴ
ラ
イ
ド
も

副
作
用
は
出
な
か
っ
た
｡
適
正
量
と
他
の
薬
の
減
量
の
加
減
が
難
し
-
過

院
は
3
月
中
旬
に
な
っ
た
｡
お
陰
で
ネ
オ
ド
パ
ス
ト
ン
は
四
錠
を
三
錠
に

落
と
せ
た
｡
以
後
パ
ー
ゴ
ラ
イ
ド
も
私
の
体
質
や
病
状
に
あ

っ
て
い
る
ら

L

し
く
､
経
過
は
順
調

で
あ
る
｡
改
善
点
と
し
て
は
足
が
軽
-
な
っ
た
｡
関

節
の
固
さ
が
減
り
､
伸
び
伸
び
し
て
き
た
｡
朝
起
き
て
か
ら
の
足
の
ひ
き

つ
り
が
無
く
な
っ
た
等
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
｡

訪
米
ひ
ま
わ
り
号
で
の
二
度
に
わ
た
る
渡
米
も
な
ん
と
か
こ
な
せ
た
｡

た
だ
進
行
は
し
て
い
る
の
で
､
こ
れ
か
ら
先
私
の
周
辺
の
方
々
に
は
な
に

か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
う
｡
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
｡
な

お
ご
参
考
ま
で
に
今
の
服
用
薬
も
書
い
て
お
き
ま
す
｡

一
日
の
服
薬
五

･.

桑
名

朝
食
時

昼
食
時

夕
食
時

ネ
オ
ド
パ
ス
ト
ン

l

1

1

7
-
テ
ン

l

1

1

シ
ン
メ
-
レ
ル

l

ド
パ
ス
ト
ン
s
E

1

5
0
マ
イ
ク
ロ

同
じ
く

同
じ
-

パ
ー
ゴ
ラ
イ
ド

グ
ラ
ム

Ⅹ

8
錠

-
豊

-
堤

胃
腸
薬

1

1

1

便
秘
薬

(カ
マ
)

刑
.7.
=

刑
.㍗
日

加

.7
.

日

注
｡
現
在
パ
ー
ゴ
ラ
イ
ド
は

一
日
1
2
0
0
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
治
験
中

若
年
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
調
査
速
報

若
年
性
p
代
表

清
水

昇
勝

若
年
性
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
/

(中
間
報
告
)

み
な
さ
ま
の
ご
努
力
に
よ
り
､
や
っ
と
ア
ン
ケ
1
-
の
集
計
も
見
通
し

が
た
ち
'
こ
れ
か
ら
分
析
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
も
っ
と
も
専
門

の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
虹
が
ら
す
る
こ
と
に
な
り
ま
L
L
,｡

若
年
性
と
は
'
四
十
歳
未
満
で
羅
病
し
た
方
を
対
象
と
い
た
し
ま
す
｡

学
問
的
に
は
､
四
十

l
歳
な
ら
ば
､
若
年
性
で
は
な
い
の
か
､
と
い
う
質

問
に
対
し
て
は
､
確
と
し
た
お
答
は
今
の
と
こ
ろ
な
さ
そ
う
で
す
が
､
お
い

お
い
､
年
齢
の
基
準
も
確
か
め
あ
い
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
｡

参
考
の
た
め
に
､
四
十
歳
未
満
の
方
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
数
は
六

十
六
通
､
地
域
は

一
都
二
府
へ
十
七
県
､
四
十
歳
～
五
〇
歳
未
満
の
方
か

ら
は
十
三
通

l
都
'
十
二
道
県
､
五
十
歳
～
五
十

六
歳

未
満
で
は
､

一
都
'

十
七
道
県
か
ら
､
送
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
｡
設
問
に
対
し
て
は
､
心
よ
く

応
じ
て
下
さ
り
若
年
担
当
者

t
同
､

一
日
も
早
-
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま

と
め
あ
げ
て
､
現
状
の
苦
し
さ
を
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
､
又
さ
せ

る
方
向
で
､
鋭
意
努
力
し
て
い
-
こ
と
を
話
し
あ
っ
て
い
ま
す
｡

-顔 -
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し
く
思
っ
て
居
ま
す
｡
奥
様
が
神
奈
川
の
大
会
へ
招
待
を
す
る
か
ら
と
､

お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
っ
た
事
が
母
の
心
に
残
っ
て
居
る
様
で
す
｡
出
席
が

で
き
る
､
で
き
な
い
は
別
と
し
て
私
違
二
人
に
と
っ
て
'
｢目
標
に
向
か
っ

て
'
元
気
を
出
さ
ね
ば
｣
と
い
う
課
題
が
で
き
ま
し
た
｡
先
日
お
送
り
下

さ
い
ま
し
た
資
料
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
て
L頑
張
る
つ
も
り
で
す
C
本
当

に
色
々
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
O
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
-

お
雇
い
鼓
し
ま
す
O

そ
の
二

埼
玉
支
部

足
立

幸
子

友
の
会
の
会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
｡
も
っ
と
早
-
こ
の
会
の
こ
と
を
知
れ
ば
よ

か
っ
た
と
つ
-
づ
-
思
っ
て
い
ま
す
｡
主
人
も

一
生
懸
命
読
ん
で
く
れ
ま

す
｡
こ
の
所
'
あ
ま
り
清
字
の
も
の
は
目
を
通
し
た
が
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
会
報
は
二
度
も
三
度
も
よ
み
返
し
て
い
る
の
で
す
｡
ビ
デ
オ
･D
お
借

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
-
お
願
い
鼓
し
ま
す
｡

コ
ン
サ
ー
ト
に
思
う

茨
城
県
支
部
長

清
水

昇
勝

櫓
や
丑
香
の
街
路
樹
が
紅
葉
で
真
っ
最
中
の
十

一
月
十
八
日
'
六
年
前

に
開
催
さ
れ
た
科
学
万
博
で
皆
さ
ん
お
馴
染
の
'
つ
-
ば
市
ノ
バ
ホ
ー
ル

に
於
い
て
ザ
イ
ラ
ー
ピ
ア
ノ
･
デ
ュ
オ
､
チ
ャ
リ
テ
ィ
･
コ
ン
サ
ー
ト
が

盛
況
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
｡

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
始
ま
り
は
､
二
年
前
に
神
奈
川
県
支
部
で
ザ
イ
ラ

ー
さ
ん
の
コ
ン
サ
-
卜
に
私
た
ち
夫
婦
が
措
か
れ
､
そ
の
ピ
ア
ノ
∴
ア
ユ

オ
に
感
動
し
て
⊥
士
6
3
ま
し
た
｡
そ
の
奥
書
が
冷
め
止
ま
ぬ
時
に
'
当
茨

城
県
支
部
の
役
員
会
に

｢茨
城
で
も
開
催
し
ま
し
ょ
う
｣
と
濃
案
し
承
認

を
得
ま
し
た
｡
会
場
に
は
つ
く
ば
市
の
ノ
バ
ホ
ー
ル
と
水
戸
市
の
教
育
会

館
と
を
開
催
地
に
挙
げ
ま
し
た
｡
先
ず
ノ
バ
ホ
ー

ル
の
場
合
は
開
催
す
る

l
年
前
に
予
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
知
り
､
抽
選
会
に
は
妻
に
出

席
し
て
斉
い
､
大
勢
の
申
込
者
の
中
で
､
十

一
月
十
八
日

(日
)
を
確
保

山
菜

三
し
た
二

茨
城
県
望

A.委
員
会
､
芸
域
県
社
会
福
祉
協
聖

二､
些

冗

社
協
に
は
地
方

行
政
の
市
町
村
合
併
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
'
後
援
を

頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
｡
支
部
結
成
五
周
年
記
念
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

社
会
的
認
識
を
高
め
る
こ
と
､
ま
た
収
益
金
を
種
々
の
無
病
患
者
団
体
の

運
嘗
資
金
に
と
訴
え
て
つ
く
ば
市
と
そ
の
周
辺
の
公
共
建
造
物
や
病
院
等

に
ポ
ス
タ
ー
を
触
ら
し
て
清
く
た
め
に
､
真
夏
の
暑
い
日
に
は
汗
を
拭
き

な
が
ら
走
り
回
れ
ま
し
た
｡

そ
ん
な
中
､
色
々
の
方
に
栢
介
し
て
頂
き
'
多
数
の
方
と
妻
の
旧
友
に

助
け
ら
れ
､
コ
ン
サ
ー
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
'
実
行
委
員
会
を
重
ね
ま

し
た
｡

と
こ
ろ
が
九
月
の
実
行
委
員
会
の
時
点
で
は
チ
ケ
ッ
ト
の
売
れ
行
き
が

三
百
枚
で
し
た
｡
そ
の
時
は
､
も
し
赤
字
に
な
っ
た
場
合
は
役
員
全
員
が

責
任
を
取
る
気
で
最
後
迄
頑
張
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
｡

こ
の
度
大
成
功
を
納
め
得
た
の
は
､
各
新
聞
社
､
些
冗
情
報
紙
､
N
H

K
テ
レ
ビ
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
､
全
役
員
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
雪
間
の

お
蔭
で
あ
り
ま
し
た
｡

収
益
金
は
日
本
患
者
豪

族
連
絡
協
賛
会

T
p
c
)､
茨
城
県
難
病
EE
l

体
連
絡
温
議
会
､
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友

の
会

に
寄
贈
し
ま
し
た
｡
尚

監ヨ



1
都
を
当
支
部
の
運
営
資
金
に
頂
き
ま
し
た
事
を
報
告
し
一三
㌔

朝
日

新
聞
よ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
･
コ
ン
サ
ー
ト
大
成
功
に
終
わ
る

茨
城
県
支
部

支
部
役
員
全
員
が

一
丸
に
な
っ
て
こ
の
計
画
を
成
功
さ
せ
る
た
め
へ
各

所
で
コ
ン
サ
ー
ト
の
嚢
内
を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
｡
各
報
道
機
関
も
こ
の

企
画
を
取
り
上
げ
て
報
道
し
て
下
さ
り
'
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
社
会
杓
に

認
識
を
高
め
る
に
も
大
き
な
啓
震
運
動
に
成
り
ま
し
た
｡
又
､
多
数
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
塩
力
を
得
て
､
つ
く
ば
市
の
ノ
バ
大
I
ル
に
大
勢
の
聴

衆
を
集
め
チ
ャ
リ
テ
ィ
･
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
成
功
を
納
め
ま
し
た
｡

90
ポ
ケ
ベ
ル
取
材
帳
か
ら

あ
る
コ
ン
サ
ー
ト

成
功
の
か
げ
に
夫
妻
の
デ
ュ
オ

r
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ

(二
重
奏
)
で
有
名
ハゝ
ザ
イ
ラ
ー
夫
妻
一丁
招

い
て
､
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
O
ぜ
ひ
､
話
を
聞
い
て
下
さ
い
｣｡
こ

ん
な
電
話
が
朝
日
新
聞
つ
-
ば
支
局
に
あ
っ
た
の
は
､
九
月
の
中
旬
だ
っ

た
｡
弾
む
よ
う
な
声
の
主
は
石
岡
市
に
住
む
主
婦
'
清
水
曙
葉
き
ん

(五

五
)｡
聞
く
と
､
夫
の
昇
勝
さ
ん

(五
二
)
が
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
茨
城
県
支
部
長
で
､
支
部
結
成
五
周
年
記
念
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
し
た
'
と
い
う
の
だ
｡

数
日
後
'
夫
妻
が
支
局
を
訪
れ
た
｡
｢
主
人
で
す
ゥ
外
見
上
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
t
t
一十
年
も
こ
の
病
気
と
関
っ
て
る
ん
で
す
｣
と
'
晴
美
さ
ん
は

切
り
出
し
た
｡
足
生
別
に
勤
か
そ
つ
と
し
て
も
思
う
よ
う
に
亨

り
ず
'
つ

い
に
転
ん
で
し
享
つ
｡
か
と
思
う
と
､
物
に
ぶ
つ
か
る
ま
で
後
ず
さ
り
が

と
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
｡
病
状
を
説
明
す
る
晴
美
さ
ん
の
隣
で
昇
勝
さ

ん
も
'
｢
ま
だ
私
は
軽
い
方
で
､
宴
た
き
り
の
人
も
い
る
ん
で
す
L
と
続
け

る
｡パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
は
'
｢
発
見
し
た
英
国
の
医
師
の
名
前
か
ら

つ
い
た
病
名
で
､
手
足
の
軍

え
や
硬
直
な
ど
を
引
き
起
こ
す
難
病
J
程
度

は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
O
が
､
ど
こ
に
行
-
に
し
て
も
薬
は
乾
せ

な
い
｡
東
京
へ
の
通
勤
の
た
め
駅
ま
で
バ
イ
ク
を
使
っ
て
い
た
の
に
､
病

気
が
進
行
し
て
昨
年
十
二
月
か
ら
は
晴
美
さ
ん
が
車
で
送
り
迎
え
を
始
め

た
こ
･U
な
ど
､
具
体
的
な
闘
病
体
験
を
聞
か
さ
れ
て
､
こ
の
病
気
の
厳
し

さ
を
初
め
そ
知
っ
た
｡

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
茨
城
県
支
部
は
'
会
員
約
百
人
｡
患
者

や
豪
族
の
交
流
な
ど
を
目
的
に

一
九
八
六
年
に
発
足
し
た
｡
支
部
結
成
五

周
年
記
念
行
事
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
｡

演
奏
は
世
界
的
な
ピ
ア
ノ
デ

ュ
オ
弄
者
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ル
ン
ス
ト
.

F
･
ザ
イ
ラ
し

和
子
夫
妻
に
依
頼
し
た

｡夫
妻
は
京
都
府
の
農
家
に
長

く
住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
､
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
に
は
特
に
お
な

じ
み
だ
｡

出
演
者
と
の
交
渉
や
ポ
ス
タ
ー
'
チ
ラ
シ
づ
-
り
､
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

な
ど
観
客
千
人
近
-
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
-
に
は
'
大
変
な
労
力
が
い
る
｡

ま
し
て
在
寮
が
甘
い
清
水
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
｡
が
､
｢衆
に

こ
も
り
が
ち
な
患
者
た
ち
に
ぜ
ひ
聴
い
て
ほ
し
い
ん
で
す
｡
そ
れ
に
､
多

く
の
人
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
｣
と
い
う
昇
勝
さ

ん
の
熱
意
は
､
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
-
る
｡

-節



そ
ん
な
清
水
さ
ん
た
ち
を
支
え
た
の
は
支
部
会
員
は
も
ち
ろ
ん
'
家
族

や
親
類
､
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
だ
っ
た
｡
父
の
闘
病
生
活
を

見
て
看
護
婦
の
道
を
選
ん
だ
長
女
は
手
書
き
の
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
'
専
門

学
校
の
長
男
は
友
人
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
｡
三
十
五
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
'
患
者
た
ち
の
送
り
迎
え
や
会
場
の
準
備
に
飛
び
回
っ
た
｡

残
念
な
が
ら
取
材
の
都
合
で
十

一
月
十
八
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
行
け

な
か
っ
た
が
'
数
日
後
へ
こ
ん
な
内
容
の
手
紙
が
支
局
は
届
い
た
C
｢
お
陰

様
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
成
功
で
し
た
｡
益
金
の
百
万
円
は
日
本
患
者
豪
族

団
体
協
議
会
､
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
､
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
へ
寄
付
し
ま
す
し
｡
電
話
を
入
れ
る
と
､
｢
お
父
さ
ん
が
､
こ
れ
ほ
ど
頼

も
し
-
見
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
｣
と
､
最
初
に
聞
い
た
曙
美
さ
ん
の

明
る
い
あ
の
声
が
返
っ
て
き
た
｡
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功
は
､
ザ
イ
ラ
ー
夫

妻
以
上
に
息
の
あ
っ
た
清
水
菜
要
の
デ
ュ
オ
に
あ
る
よ
う
だ
｡

日
本
患
者
家
族
団
体
協
議
会

(l
P
C
)

の
署
名

･
募
金
の
お
札

寒
さ
が
い
ち
だ
ん
と
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
｡

皆
様
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
?

ど
う
ぞ
お
体
に
気
を
つ
け
て
､

お
過
ご
し
下
さ
い
｡

さ
て
'
十
二
月
に
1
P
C
の
署
名
と
募
金
を
お
題
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ

た
く
さ
ん
の
署
名
と
募
金
を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
て
､
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
｡

現
在
集
計
の
途
中
で
す
が
､
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
署
名
は
､

l
P

c
で
取
り
ま
と
め
国
会
請
願
の
折
に
提
出
い
た
七
ま
す
｡

募
金
は
､
三
〇
%
々
I
P
C
に
'
七
〇
%
を
全
国
友
の
会
と
取
り
扱
い

ま
し
た
支
部

･
友
の
会

で
折
半
し
､
よ

り
よ
い
活
動
の
た
め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
｡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

｢
二
人
三
脚
泣
き
笑
い
｣
増
刊
の
ご
案
内

前
か
ら
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
'
河
野
夫
妻
共
著
の
右
の
本
の
増

刷
が
で
き
ま
し
た
｡
お
問
い
合
わ
せ
は
全
国
友
の
会
事
務
所
へ

定
価

一
五
四
五
円

(送
料
別
)
0
3
-
5
2
7
3
-
8
5
6
1

Fbi
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万
二
八
百

九
日

二
1
日

二
一
日

二

二
五
日

一
月

一
一
日

l
二
一日

二
三
日

二
五
日

二
月
二
〇
日

三
月
二
〇
日

一
〇
日

医
療
福
祉

自
治
医
科
大
学
付
属
病
院
医
療
相
談
室

石
井

朝
子
先
生

独
協
医
科
大
学
付
属
病
院
医
療
相
談
室

東
海
林
吉
利
子
先
生

医
療
研
究
部
会

幹
事
会

会
報
仙
四
六
発
行

厚
生
省
平
成
五
年
度
予
算
案

一
二
/
二
一
に
内
示

二
/
二
四
に
厚
生
省
疾
病
対
策
課
を
J
P･C
主
催
で
訪
問

給
金

･
大
会
準
備
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
栃
木
県
支
部
を

訪
問
｡
各
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
会
議
O

編
集
会
議

九
二
年
度
中
間
決
算

(於
事
務
所
)

監
査

山
本
､
針
生

会
計

田
中
､
兼
平

役
員
会

(於
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
)

絵
会

･
大
会
実
行
委
呈
会
発
足
本
部
八
名
､
栃
木
県
支

部
三
名
､
計

二

名
で
準
備
に
当
た
る
事
に
な
っ
た
O

実
行
委
員
会
を
毎
週
月
曜
日
に
開
催

J
P
C
署
名

･
募
金
集
計

幹
事
会
｡･佐
賀
県
患
者

･
豪
族
交
流
会
か
ら
全
国
友
の

会
へ
支
部
と
し
て
加
盟
し
た
い
旨
の
申
請
が
あ
っ
た
｡

幹
事
会

役
員
会

こ
の
他
毎
週
水
曜
日
電
話
相
談
開
設

′
.:

各
専
門
部
金

一
､
若
年
性
研
究
部
会

部
会
長

着

水

昇

勝

(
一
)
若
年
性
研
究
部
会
が
宿
動
を
開
始
し
て
四
年
経
過
し
'
そ
の
間
若

年
性
患
者
の
調
査
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
実
施
し
'
こ
れ
を
も
と
に

関
係
機
関
で
あ
る
厚
生
省
､
労
働
省
等
へ
の
陳
情
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
｡
九
二
年
度
は
こ
れ
ら
の
な
が
れ
を
も
と
に
し
て

｢
コ
-
ユ
ニ

ケ
-
シ
rn
ン
を
は
か
る
こ
と
｣
を
中
心
に
す
す
め
て
き
ま
し
た
o

l
.
家
族
を
含
め
た
交
流
会
の
実
施

A
.
準
備
会
-
九
二
年

一
〇
月

二

日

(
日
)
交
流
会
当
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
定

B
.
交
流
会
-
白
時

九
二
年

一
〇
月

一
八
日

(冒
)

会
場

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

内

容
-
は
じ
め
て
の
試
み
で
し
た
か
お
世
話
し
て
頂
い
た

方
の
努
力
も
あ
り
実
り
あ
る
集
会
で
し
た
O

参
加
者

一
四
名

(二
)
会
報
に
毎
回
若
年
性
の
記
事
を
掲
載
す
る
事
に
つ
い
て

定
期
的
に
記
事
を
掲
載
す
る
事
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
､
適
当

な
も
の
が
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡

メ
ン
バ
I

◎
印
は
部
会
長

◎
清
水

蓑

城
県
)
種
本

(茨
城
県
)
前
原

(大
阪
狩
)
蔦
永

(兵
庫
県
)

吉
羽

(東
京
都
)

-呼
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北

海

道

難

病

連

全

道

集

会

に
参

加

し

て

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
副
会
長

茨
城
県
支
部
長

清

水

昇

勝

私
ど
も
は
'
北
海
道
へ
は
今
回
で
二
度
目
の
旅
で
す
n

最
初
は
昭
和
6

年
6
月
7
日
1
10
日
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
全
国
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
友
の

会
第
10
回
全
国
大
会
で
し
た
｡
当
時
は
全
国
で
17
番
目
の
支
部
と
し
て
結

成
し
て
か
ら
'
わ
ず
か
3
ケ
月
の
若
輩
も
の
で
し
た
｡
そ
の
時
か
ら
私
の

患
者
運
動
の
勉
強
の
は
じ
ま
り
で
す
｡

86
年
の
熱
海
､
87
年
の
福
島
県
二
本
松
､
88
年
の
滋
賀
県
大
津
市
､

8

年
の
長
野
県
松
本
市
等
､
J
P
C
の
各
地
で
開
催
さ
れ
た
全
国
交
涜
集

会

に
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
｡

今
回
の
北
海
道
難
病
連
結
成
20
周
年
記
念

･
難
病
セ
ン
タ
ー
開
設

10周

年
記
念

｢第
20
回
難
病
患
者

･
障
害
者
と
家
族
の
全
道
集
会
｣
に
私

達は

個
人
参
加
と
し
て
申
し
込
ん
で
居
り
ま
し
た
｡

と
こ
ろ
;が
'
出
発
3
旦
剛
に
北
海
道
難
病
連
よ
り
'
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
友
の
会
副
会
長
と
し
て
'
ご
招
待
状
が
郵
送
さ
れ
て
来
た
の
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
｡

私
は
､
7
年
前
お
邪
魔
し
た
時
と
変
わ
っ
た
事
は
'
空
港
で
の
身
障
者

扱
い
を
た
め
ら
い
も
な
く
受
け
た
事
'
又
'
杖
を
使
用
し
て
い
る
事
で
す
｡

進
行
性
難
病
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
で
あ
る
事
を
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
0
浅
念
な
が
ら
小
雨
で
肌
寒
い
札
幌
の
白
石
区
の
山
本
さ
ん
宅
に
お

招
き
さ
れ
'
海
の
幸
と
札
保
ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
.

√
.･

札
幌
市
教
育
文
化
会
館
で
の
全
体
集
会
は
'
先
の
北
海
道
南
西
沖
他
賃

で
の
犠
牲
者
に
黙
藤
を
さ
さ
げ
､
北
海
道
難
病
遵
代
表
理
事
三
森
礼
子
さ

ん
の

｢私
た
ち
は
さ
ら
に
歩
み
続
け
ま
す
｣
と
ご
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
っ

次
に
患
者

･
家
族
の
訴
え

(体
験
発
表
)
､
基
調
報
告
で
は
'
昭
和
4

年
2
月
北
海
道
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
が

1
0

団
体
と

H

O
O
家
族
に
よ

っ
て
発
足
し
た
.
現
在
は
財
団
法
人
北
海

道難
病
連
と
名
称
も
変
わ
り
､

加
盟
27
団
体

(28
部
会
)
お
よ
そ

一
〇
二
〇
〇
家
族
の
組
織
と
な
っ
た
事

が
報
告
が
あ
り
ま
し
た
｡

夜
は
'
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
札
幌
に
移
動
し
記
念
祝
賀
会
で
98
人
の
来
賓

が
紹
介
さ
れ
､
代
表
が
ご
挨
拶
を
し
て
か
ら
､
会
食
に
う
つ
り
'
交
流
の

場
と
な
り
､
舞
台
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
'
又
へ
北
海
道
合
唱
団
の
美
声
を

聞
き
な
か
･ま
17場
は
垂
高
潮
に
盛
り
上
が
り
終
宴
と
な
り
ま
し
た
F'

分
科
会
は
北
海
道
支
部
の
皆
さ
ん
と

一
緒
の
会
場
で
は
､
自
己
紹

介
と

現
状
を
話
し
合
い
出
来
と
て
も
良
か
っ
た
と
患
い
ま
す
｡
難
病
連
の
皆
さ

ん
､
こ
の
全
道
集
会
の
た
め
立
案
'
企
画
'
手
配
､
実
行
と
拝
見
出
来
､

大
変
勉
拳
に
な
り
ま
し
た
C
こ
の
度
の
ご
招
待
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
っ

最
後
に
､
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
北
海
道
支
部
の
皆
さ
ん
再
来
年
に

茨
城
県
で
開
催
の
全
国
大
会
に
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
｡

J】ヽ
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患
者

･
家
族
の
交
読
会
を
開
催
す
る

若
年
性
部
会
長

清

水

昇

勝

部
会
で
は
､
こ
れ
迄
に
三
回
の
患
者

･
家
族
の
交
流
会
を
開
催
し
た
｡

場
所
は
'
交
通
の
話
合
上
東
京
都
内
で
行
い
ま
し
た
｡
参
加
者
は
'
第

一

回
ol)は
十
六
名
､
二
回
ul]は
十
三
名
へ
そ
し
て
三
回
目
は
十
八
名
で
少
数

で
す
が
､
何
と
か
形
に
な
り
出
発
し
ま
し
た
｡

都
府
県
別
延
べ
参
加
者
は
､
東
京
都
十
八
名
'
茨
城
県
十
二
名
'
神
奈

川
県
八
名
'
埼
玉
県
三
名
'
そ
し
て
千
葉
県
､
大
阪
府
､
大
分
県
が
そ
れ

ぞ
れ
二
名
づ
つ
の
参
加
｡
患
者
､
家
族
別
は
､
患
者
は
二
十
七
名
､
家
族

十
九
名
で
し
た
｡

交
流
会
の
内
容
は
'
先
ず
自
己
紹
介
､
住
所

･
氏
名

･
年
齢
の
他
に
病

歴
現
在
の
仕
事
と
通
勤
の
状
況
と
'
身
体
の
調
子
等
を
発
表
し
'
交
流
会

の
お
も
な
内
容
は
'
次
の
項
目
で
す
｡

①
先
の
若
年
性
患
者
の
実
態
調
査
の
報
告
書
の
説
明
へ

②
介
護
の
方
か
ら
患
者
に
望
む
事
､

③
患
者
か
ら
介
護
の
方
に
望
む
事
､

④
遺
伝
に
つ
い
て
'

⑤
子
供
へ
の
説
明
に
つ
い
て
'

⑥
ド
ラ
ッ
ク
ホ
リ
デ
ー
の
事
'

⑦
手
術
の
方
法
と
状
況
に
つ
い
て
'

⑧
医
師
の
選
び
方
'
か
か
り
方
へ
薬
の
飲
み
方
､

⑨
副
腎
細
胞
の
移
植
手
術
に
つ
い
て
'

⑩
脳
定
位
手
術
に
つ
い
て
'

′ムー

⑬
障
害
基
礎
年
金
申
請
に
つ
い
て
へ

′-･･-
ll
/

又
'
河
野
事
務
局
長
か
ら
友
の
会
の
こ
れ
迄
の
歩
み
'
兼
平
事
務
局
員

か
ら
は
事
務
局
の
日
常
業
務
'
先
頃
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
Q
&
A
の
本
を
出

版
⊥
た
伊
坂
さ
ん
か
ら
医
者
の
選
び
方
等
が
話
さ
れ
た
｡

各人
の
質
問
に
対
し
数
名
の
方
が
意
見
交
換
に
参
加
す
る
と
言
う
形
を

取
っ
て
進
め
た
O
次
に
ア
ト
ラ
ク
シ
m
ン
と
し
て
､
発
声
訓
練
､
自
彊
術

(房
も
み
)
､
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
よ
り
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
た
｡

第
三
回
目
に
は
遠
く
九
州
大
分
か
ら
ご
夫
妻
で
'
藁
を
も
潜
む
思
い
で

参
加
し
た
方
'
又
'
大
阪
か
ら
は
自
分
の
休
験
記
を
持
っ
て
参
加
さ
れ
た

方
も
あ
り
ま
し
た
｡

参
加
者
の
中
で
自
分
と
同
じ
境
遇
の
方
同
志
か
休
憩
時
に
も
話
が
続
き
､

な
お
か
つ
解
散
後
も
別
れ
を
惜
し
み
'
お
茶
を
飲
み
に
行
っ
た
グ
ル
ー
プ

.も
あ
っ
た
｡

こ
の
様
な
会
を
年
に
何
回
も
実
施
し
て
欲
し
い
と
望
む
声
へ
若
年
性
患

者
の
方
が
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
る
事
で
あ
り
'
部
会
で
は
責
任
の
重
さ
を

有
感
し
て
い
る
O
全
国
の
若
年
性
の
会
員
の
皆
さ
ん
是
非
次
の
積
金
に
お

集
ま
り
頂
き
た
い
の
で
す
か
'
病
状
や
経
済
上
問
題
も
あ
り
'
お
い
そ
れ

と
簡
単
に
参
加
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
O
小
生
も
発
病
二
十
五
年
を
過
ぎ

病
状
も
進
ん
で
お
り
ま
す
が
'
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
､
皆
さ
ん
と
共
に
'

こ
の
会
報
に
載
っ
て
い
る
､
専
門
医
が
予
測
す
る

｢2
0
0
0
年
に
は
こ

う
な
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
｣
を
読
み
､
希
望
を
も
っ
て
'
お
仕
事

に
療
養
に
お
励
み
下
さ
い
｡

ご
希
望
､
ご
意
見
を
全
国
事
務
局
若
年
性
部
会
ま
で
お
便
り
を
お
待
ち

致
し
ま
す
.
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ここまできた

先 達 医 療
(i :;とと;2',?:*;If:,/A,li/TJ,乙:i:'･),12,jtry,Id/'i4

j5 'i i: ･ 度 鮒 をノ夢オ

[パーキンソ-･l/病]
薬の効かない人にも朗雛蛋白駐機外科禰

震えや離な動作も解消

全 国 ′ヾ- キ ン ソ ン 病 友 の 会

茨 城 県 支 書β
週間朝日94,3,4より転記

鍵盤鍵盤鍵盤鍵盤鍵盤鍵盤鍵盤盤鍵盤



いままで病気らしい病気をしたこともなかったのに､昨年はじめ､左手が重く

あまり動かなくなりました｡そのうち､歩くと左足がっまずくような感じになり

大学病院で診てもらったら､パーキンソン病と診断されました｡

これから､どのように進行するのか不安です｡良い薬もあるそうですが､飲み

始めると､ずっと続けなければならないとか､新しい治療法など教えてください｡

(山口市 ･主婦59歳)

:現代医学でもパーキンソン病の根治は発しいとされいいる｡が､優れた薬がい j

くつか登場し､症状を抑えたり､改善したりする技術は進んできている｡

なかでも症状の改善に非常に有効とされているのが ｢L-ドーパ｣という薬だ｡

1970年代の初めごろから使われだし､現在も薬物療法の主役の座についてい

る｡

ところが､ここ数年､L-ドーパも長期間服用していると効きにくくなること

が大きな問題点として､クローズアップされてきた｡

｢薬が効いていると思って､お風呂に入ったら､突然､体が動かなくなり､危う

く湯船で南れるところだった｣

などといった訴えも専門医に寄せられるという｡ちゃんと案を飲んでいても一

日のうちで効いていない時間があるわけだ｡これは長期服用者に目立つ現象で､

｢薬効のウェアリング･オフ｣ (効きめがだんだん消えていくこと)と呼ばれるO

【芸 喜豊 吉;に対処法があるのだろうかO ノ
主拓のA子さん (60歳)は､41歳のころから左足を引きずって歩くように

なり､1年後には左手にも震えがきた｡症状は徐々に悪化し､動作も鈍くなり､

日常生活にも困るようになった｡

44歳のときからL-ドパを服用し､確かに症状は軽減した｡しかし､4年後

には､薬を飲んでも数時間しか効かなくなってしまった｡

また､体がグヤグヤと勝手に動いてしまう付随意運動まで起きるようになって

きた｡これはL-ドーパの副作用だった｡

一･･･.･.････1-



アミノ酸を減らし薬の力を蘇らせる
そこで､東京都小平市にある国立精神･神経センタ-武蔵病院神経内科の春原

径彦部長のもとへ紹介されてきたQ

同部長らは､効力が低下したL-ドーパの働きを蘇らせる目的で､入院患者に

｢低蛋白食療法｣を取り入れている｡それを紹介する前に､L-ド｢パがパーキ

ンソン病になぜ効くのか､その仕組みを少し説明しておこう｡

この病気は､ ｢ドーパミン｣ (ドパミンとも表記)という神経伝達物質が脳内

でつくられなくなるために起こる｡この物質の製造工場である中脳の異質という

部分がなんらかの原因で変性し､横能しなくなるからだ｡ ′

このドーパミンを人工的に補おうというのが､L-ドーパによる薬物療法であ

る｡

ところが､脳には有害物質などが入ってこないように ｢血液脳関門Jというチェ

ック模橋が備わっている｡せっかくL-ドーパを服用しても､この関所を通過し

て脳内に到達しなければ役に立たない｡この開所でL-ドーパと鹿合し､通過の

邪魔をするのが､食事で蛋白質として摂取されるアミノ酸だ｡｢高蛋白の食事を

すると､血液中にアミノ酸が増えて関所の狭い入口に殺到し､L-ドーパの通過

を妨げてしまう｡そこで､低空白の食事をして､できるだけアミノ酸を減らそう

というわけです｣

‥駿に､蛋白質の1日必要量は55-70グラムとされている｡この療法でも

1Elの絵量は減らさないで､朝と昼合わせて7グラム程度に抑え､残りは夕食に L･､ i

回す｡いくら低蛋白食が効果的でも､そのために栄養障害を起こしては大変だか

らだ｡夜はともかく､日中の活動時間だけでも､薬静を高めようという狙いだ｡

｢これまで11人の入院患者にこの療法を試みましたが､全貞に効果がありまし

た｡これでパ-キンソン肩自体がよくなるというわけではありませんが､薫勤の

日内変動に悩んでいる人には､一法だと思います｣ (春原部長)

A子さんも､これまで規定どおりに薬を飲んでも､効かない時間が1日7時間

もあっのが､30分ぐらいに減少したCまた､不随意運動が起こる時間も2時間

- 2-



から30分以下になった｡現在も､自宅で朝食の低蛋

白食を心がけ､経過は良好だという｡

く外科手術)

群馬大学医学部神経外科の大江千広教授のもとでは､

薬物療法が効かない患者を対象に､これまでに400

例ほどの手術を手がけ､好頃琴をあげている｡とくに 国立琴甲_.革琴平:tクー

｢震え｣の症状が消えた人は95%にのぼるという｡

30代終わりで発症した自営業の男性Mさん (46)

は2回の手術で症状がすっかりなくなった｡1回日の

手術は､42歳のとき｡右側の手足に震えがおり､茄

肉が硬くなってスームズな動きができない｡もちろん､

L-ドーパも効かなかった｡そこで､震えなどを起こ

している病変部のある視床を手術した｡

手術は､前頭部の頭蓋骨に直径2センチはどのた掛ナ､

そこから針のような微小電極を差し込む｡こうして脳 琵 大貫警 慧 悪声 i

内の電気活動をみながら病変部を正確にさぐり当て､･

その部分の神細 胞を電極で焼いて凝固させる｡

約4時間ほどの手術でMさんの震えと筋肉の固縮 (こわば_9)はぴたりと消失

した｡
′ __.ー- ､..

しかし､薬の副作用による不随意運動や暴動症 (動きが緩慢な状態)が手術を

していない側で増強してきたため､3年後に2回目の手術を受け､これも成功し

た｡｢パーキンソン病の手術といえば､これまでは震えと茄肉の固鮪が対象でし

た｡それが最近では､寡動症も手術でよくなるようになりました｣

Mさんはすっかりよくなって仕事にも復帰した｡再手術から1年以上たつが､

調子はとてもよいという｡

鍵盤鍵蓋蓋由由由
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掛脚線を脳に鮒する新鎌も
ただ､外科手術もあくまで症状を取り除く対症療法であって､パーキンソン病

自体を治すわけではない｡L-ドーパはその後も飲み続けなければならない｡

ところで､もうひとつ､大江教授が試みている新しい治療法で ｢ガンマナイフ

による定位的照射｣というのがある｡強力な放射線を体外から脳深部に照射して､

震えなどを起こす病変部の神細 胞だけを殺してしまう｡

手術で開頭する必要もなく､麻酔もいらない｡県肘は約1時間で終わり､入院

も3日ほどですむ｡患者の負担が非常に少ない方法として期待される｡

INF｡MED

選ぶのはあなた

C｡NSENT

薬と上手につきあおう継の｢自家移植｣術も登場〝
パーキンソン病は中年以降､とくに60歳前後で

発症するケースが多く､老齢人口の増加や診断技術

の進歩で発見率が高まったのに伴い､患者数は増え

る傾向にあります｡国の特定疾患､いわゆる難病に

指定されていますから､申請すれば治療費は公費で

負担されます｡

【症状】

初期の症状は体の片側から起こることがほとんどで､やがて両側､全身へ

広がっていきます｡主症状は振戦 (震え)筋国籍 (茄の硬直)寡動 (緩慢な

動作)です｡

- 4-
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【診断】

大事なのは他の病気との鑑別です｡CTスキャンや (磁気共鳴断層撮影)

で脳血管障害でないことを確かめ､病麿や経過を詳しく聞きます｡

また､関節を屈伸して筋肉の抵抗を診たりします｡｢歯車現象｣といって

関節を曲げるとき､ギコギコとひっかかるような抵抗を覚えるのがこの病気

の特徴です｡文字を書くと次第に小さくなる傾向もあり､これを ｢小字症｣

と呼んでいます｡

これらの診察所見から総合的に判断します｡診断が兼しい病気なので､ま

ず神経内科の専門医に診て下さい｡

【薬物治療】

現在､抗パーキンソン剤はL-ドーパをはじめ5種類ほどあります｡

薬をどう上手に使っていくかが重要なポイントです｡最初は抗コリン剤な

どを用い､L-ドパを使う時期をなるべく先に延ばすなど､いろいろな方法

が試みられています｡私のところでは､5種類の薬を少しずつ使う併用療法

でやっいます｡

また､薬の効きめが悪くなった場合は､ ｢樹司療法｣といって､薬の量は

そのままで服用回数を増やす方法まあります｡

パーキンソン矧 ま長い病気です｡薬とうまくつ■きあっていくには､今日の

効果よりも､むしろ10年先を考えて治療をするといった心構えが大切です

【外科手術】

つくる披能が､脳内でどのくらい永続するかが鍵になります｡ (この移植は

和歌山県立医科大学脳神経外科の板倉徽助教授らが試みている)

海外では､流産した胎児の異質細胞を植え込むという方法も､すでに塩味

で試みられています｡が､これは日本では倫理的な問題もあり､まず難しい

でしょうQ
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会員名簿 (地区別)

【県北地区】4市7町9村一一一541.230人

日立市､高萩市､北茨城市､常陸太田市､十王町､大子町､山方町､大宮町､瓜

(お き町､芳阿 取 常北町､里美村､美和村･籍川村､金柑 村､御前山村､東海村､
桂村､七会村､水府村､

【県中央地区】5市 18町5村---964.320人

水戸市､石同市､勝田市､笠間市､那珂湊市､大洗町､友部町､内原町､鹿島町､

茨城町､岩京町､八郷町､美野里町､岩間町､小川町､鉾EB町､玉造町､麻生町､

牛堀町､潮来町､神栖町､波崎町､千代田町､旭村､玉里村､大洋村､北浦村､

大野村､

【県南地区】11市17町11村一一一1.336,071人
1

QtJ土浦市､古河市､下館市､結城市､下書市､つくE
道市､岩井市､取手市､協和町､真壁町､明野町､∫芸

､牛久市､竜ヶ崎市､水海

城町､八千代町､三和町､

総和町､境町､猿島町､石下町､阿見町､茎崎町､守谷町､藤代町､江戸崎町､

利根町､伊奈町､大和村､新治村､出島村､美浦村､千代川村､五霞村､谷和原

村､河内村､東村､新利根村､桜川村､

女人ロは1990,10,1国勢調査時のものです｡

★印は 地区世言｡∴です

端支部役員



RU

全国パーキンソン病友の会茨城県支部

薗315茨城県石岡市若松1-7-5

℡0299-22-5580

郵便振替口座番号
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